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平 成 １ ７ 年 厚 岸 町 議 会 第 ２ 回 定 例 会 会 議 録

招 集 期 日 平成１７年６月２７日

招 集 場 所 厚 岸 町 議 場

開 会 平成１７年６月２７日 午前１０時００分

開 閉 日 時

延 会 平成１７年６月２７日 午後 ５時１３分

⒈ 出 席 議 員 並 び に 欠 席 議 員

議 席 出席○ 議 席 出席○

氏 名 氏 名

番 号 欠席× 番 号 欠席×

１ 室 﨑 正 之 ○ 10 池 田 實 ○

２ 安 達 由 圃 ○ 11 岩 谷 仁 悦 郎 ○

３ 南 谷 健 ○ 12 谷 口 弘 ○

４ 小 澤 準 ○ 13 菊 池 賛 ○

５ 中 川 孝 之 ○ 14 田 宮 勤 司 ○

６ 佐 藤 淳 一 ○ 15 佐 齋 周 二 ○

７ 中 屋 敦 ○ 16 竹 田 敏 夫 ○

８ 音 喜 多 政 東 ○ 17 佐 々 木  治 ○

９ 松 岡 安 次 ○ 18 稲 井 正 義 ○

以 上 の 結 果 出 席 議 員 １８名 欠 席 議 員 ０名

⒈ 議 場 に 出 席 し た 事 務 局 職 員

事 務 局 長 議 事 係 長

小 倉 利 一 髙 橋 政 一
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⒈ 地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の氏名

職 名 氏 名 職 名 氏 名

町 長 若 狹 靖 特別養護老人

藤 田 稔

助 役 大 沼 隆 ホーム施設長

収 入 役 黒 田 庄 司 デイサービス

藤 田 稔（兼務）

総 務 課 長 田 辺 正 保 センター施設長

税 財 政 課 長 佐 藤 悟 監 査 委 員 今 村 實

ま ち づ く り 監査事務局長 松 澤 武 夫

福 田 美 樹 夫

推 進 課 長 教 育 長 富 澤 泰

町 民 課 長 久 保 一 將 教委管理課長 米 内 山 法 敏

保健介護課長 豊 原 隆 弘 教委指導室長 酒 井 裕 之

福 祉 課 長 松 見 弘 文 教 委 生 涯

柿 崎 修 一

環境政策課長 小 島 信 夫 学 習 課 長

産業振興課長 大 崎 広 也 教 委 体 育

松 浦 正 之

建 設 課 長 北 村 誠 振 興 課 長

病 院 事 務 長 斉 藤 健 一 農委事務局長 藤 田 稔

水 道 課 長 高 根 行 晴

⒈ 会議録署名議員

１５ 番 佐 齋 周 二 １７ 番 佐 々 木  治

１６ 番 竹 田 敏 夫

⒈ 会 期

６月２７日から６月２９日までの３日間（休 会 な し）

⒈ 議事日程及び付議事件

別紙のとおり
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厚 岸 町 議 会 第 ２ 回 定 例 会 議 事 日 程

（１７．６．２７）

日 程 議 案 番 号 件 名

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 議会運営委員会報告書

第 ３ 会期の決定

第 ４ 議席の指定

第 ５ 諸般報告

第 ６ 例月出納検査報告

第 ７ 選任第 １号 常任委員の選任について

第 ８ 選任第 ２号 特別委員の選任について

第 ９ 選任第 ３号 特別委員の選任について

第１０ 特別委員の辞任について

教育基本法の改正を求める要望意見書（委員会審査報告書、少
第１１ 意見書案第12号

数意見報告書）

第１２ 報告第 ６号 繰越明許費繰越計算書の報告について

第１３ 報告第 ７号 厚岸町土地開発公社経営状況説明書の提出について

社会福祉法人厚岸町社会福祉協議会経営状況説明書の提出につ
第１４ 報告第 ８号

いて

第１５ 報告第 ９号 株式会社厚岸味覚ターミナル経営状況説明書の提出について

第１６ 一般質問
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厚岸町議会 第２回定例会

平成17年６月27日

午前10時00分開会

●議長（稲井議員） ただいまより平成17年厚岸町議会第２回定例会を開会いたします。

●議長（稲井議員） 直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。

●議長（稲井議員） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

本日の会議録署名議員は、会議規則第118条の規定により、15番、佐齋議員、16番、竹

田議員を指名いたします。

●議長（稲井議員） 日程第２、議会運営委員会報告を議題といたします。

委員長の報告を求めます。

９番、松岡委員長。

●松岡委員長 去る６月23日、議会運営委員会を開催し、第２回定例会の議事運営につい

てを協議したので、その内容を報告いたします。

まず１番目として、議会からの報告については、諸般報告、例月出納検査報告がなさ

れます。２番目に、議会提出予定の案件については、今般の補選で当選された佐々木議

員の議席の指定の後、選任第１号 常任委員の選任、選任第２号及び第３号 特別委員

の選任を予定しております。

次に、推薦第１号 農業委員の推薦について、議会推薦の農業委員を新たに推薦いた

します。

辞任願については、議会広報特別委員であります中川委員が辞任願を提出したことに

よるもので、それぞれ本会議において審議することで決定いたしました。

３番目に、各委員会から予定される案件については、意見書案第12号 教育基本法の

改正を求める要望意見書について、厚生文教常任委員会審査報告、さらには少数意見報

、告が提出されております。イの町内所管事務調査報告及びウの閉会中の継続調査申出書

これらについてもすべて本会議において審議することと決定いたしました。

要望意見書についてでありますが、意見書案第５号 住民基本台帳の閲覧制度の早期

見直しを求める要望意見書、意見書案第６号 温暖化ガス吸収源としての森林機能対策

充実に関する要望意見書が提出されております。これらについては、本会議において審

査することに決定いたしました。

町長提案の議案についてでありますが、報告第６号から９号 繰越明許費繰越計算書

の報告について外３件、議案第36号から38号、公有水面埋立許可に関する意見外２件の

一般議案、さらに議案第39号から41号、厚岸町土地開発基金条例の一部改正外２件の条
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例改正については、すべて本会議において審査することに決定いたしました。

次に、議案第42号から44号、厚岸町一般会計補正予算外２件の補正予算については、

補正予算審査特別委員会を設置し、これに付託し、会期中に審査することに決定いたし

ました。

今定例会の一般質問については、８人より通告がありました。

次に、会期の決定でありますが、本日６月27日から29日までの３日間と決定いたしま

た。

以上をもって議会運営委員会の報告といたします。

●議長（稲井議員） 委員長に対する質疑を省略し、以上で報告を終わります。

●議長（稲井議員） 日程第３、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。

本定例会の会期は、ただいまの議会運営委員会報告にありますように、本日から29日

までの３日間としたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

●議長（稲井議員） ご異議なしと認めます。

よって、本定例会の会期は、本日から29日までの３日間とすることに決定しました。

なお、会期中の会議予定につきましては、お手元に配付いたしました予定表のとおり

でありますので、ご了承願います。

この際、このたび町議会議員補欠選挙において当選された佐々木議員から自己紹介を

いただきたいと思います。

佐々木議員。

●佐々木議員 このたび大先輩である鹿野昇様亡き後の補欠選挙に厚岸町を思い、豊かな

町づくりのために頑張りたいと立候補し、議席を与えられました佐々木治です。どう

ぞよろしくお願いいたします。

私は、厚岸町中学校、道立札幌工業高等学校建築科を卒業後、建設業界に24年、そし

て今の牛乳業界に入って15年目になります。議員定数の大幅削減、会期の短縮化など、

議会改革を進めて経費のさらなる節約を図ってまいりたい。先輩議員皆さんと町職員皆

さんの特段のご理解とご協力をお願い申し上げ、自己紹介とさせていただきます。

ありがとうございます。どうぞよろしくお願いいたします。

●議長（稲井議員） 以上で、佐々木議員の自己紹介を終わります。

●議長（稲井議員） 日程第４、議席の指定を行います。

佐々木議員の議席は、会議規則第４条第２項の規定により、17番を指定いたします。
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●議長（稲井議員） 日程第５、この際、諸般の報告を行います。

まず、本定例会に提出され受理されております議案等は、別紙付議事件書のとおりで

ありますので、ご了承願います。

次に、平成17年３月９日開会の第１回定例会終了時から本日までの議会の動向は、お

おむね別紙報告書のとおりでありますので、ご了承願います。

なお、６月９日、札幌市で開催された北海道町村議会議長会第56回定例会には私が出

席いたしました。

この際、議員の皆様に申し上げます。関係資料を別途議員控室に備えることにしてお

りますので、ご了承いただき、後ほど閲覧をし、ご参考に供していただきたいと思いま

す。

以上で諸般報告といたします。

●議長（稲井議員） 日程第６、例月出納検査報告を議題といたします。

今般、監査委員より別紙のとおり、例月出納検査報告がなされております。ご参考に

供していただきたいと思います。

ここで町長から発言を求められておりますので、これを許したいと思います。

町長。

●町長（若狹町長） おはようございます。

町議会本定例会に際し、お許しをいただき、一言ごあいさつを申し上げます。

私は、21世紀幕開けの年の平成13年７月13日に厚岸町長に就任をいたしましてから、

はや来月12日に１期目の任期満了を迎えようとしております。

そのときに当たり公職選挙法第33条の規定に基づく厚岸町長選挙が去る６月14日に告

示され、立候補いたしましたところ、無投票当選となり、２期目の町長の職を務めさせ

ていただくことになりました。新生厚岸町の創造に向け、私に課せられた責任の重さに

身の引き締まる思いであります。

再度大任をお与えいただきました町民の皆さん、並びに町議会議員の皆さんに心から

お礼を申し上げ、来る７月13日にスタートする２期目に向けての決意の一端を申し述べ

させていただきます。

私のこの４年間は、国の構造改革や地方分権の推進などによって、大変厳しい中での

町政運営でありましたが、財政の健全化に全力を傾けるとともに、町政改革を着実に進

めることができました。

しかし、今本町が置かれた状況は、以前にも増して厳しいものが予想されるところで

ありますが、１期４年間の経験を生かし、さらに意欲を持ってこれからの町づくりのか

じ取りをしていく決意であります。

私は、このたびの町長選挙に際して、次のことを政策課題に挙げ、臨みました。第１

には、町民の皆さんの声を大切にした協働の町づくりのさらなる展開であります。これ

はこれまで進めてきたとおり、町づくりに対する私の基本姿勢であります。町民の皆さ

んと情報を共有した相互理解のもとで自治会組織や団体を始め、町民皆さんの自主的な

地域づくり活動に一体となって、さらに取り組む考えでおります。
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第２には、安全で安心して暮らせる町づくりの推進であります。地震、津波などの自

然災害に対する防災体制や消防、救急体制の充実により、万一の備えを確保するととも

に、犯罪や交通事故などから町民の皆さんを守るネットワークの強化と安全の意識の高

揚を図り、また下水道や道路などの生活環境の計画的な整備を進めます。

第３には、１次産業の振興であります。町づくりに基幹産業の振興は不可欠であり、

特に漁業や農業の生産性を高める基盤事業を漁協、農協と連携して進めるとともに、厚

岸ブランドの確立のための施策を展開します。

第４には、環境にやさしい厚岸の実現であります。これまで同様、資源循環型の環境

政策を基本に据えて、地域に根差した美化活動や環境保全活動の活発化に努めます。

第５には、中心市街地の活性化と観光振興であります。松葉町の憩いの広場や歩道整

備を完成させ、共同利用を進めるほか、町内購買力を高め、商工業の振興と若者の雇用

を広げる方策を検討します。

また、厚岸道立自然公園の国定化に向けた昇格運動を強化し、これと連動した施策展

開に努め、観光客の誘致を促進します。

第６には、町民の健康づくりと福祉施策の取り組みであります。あみか21を拠点とし

た健康づくり運動の展開や介護福祉施策、少子化対策の充実に努め、また町立厚岸病院

の経営改革と信頼度向上及び保健と福祉の医療の相互連携強化を図ります。さらに健康

保養施設や湯楽施設の実現可能性の検討を進めます。

第７には、子供たちをはぐくむ環境整備と人材育成です。真龍小学校の改築実現と安

全で開かれた学校づくりやふるさと教育の充実を図るとともに、あいさつ、声かけ運動

を引き続き励行します。

また、情報館などの生涯学習施設の内容の充実やスポーツ、文化の環境づくりの推進

にも意を注ぎます。

第８には、女性が活躍できる社会の実現への取り組みであります。仕事と育児の両立

のための環境整備や男女参画プランに基づいた事業の展開を図るほか、町の政策、方針

決定の過程への女性の積極的な採用、登用を促進し、また女性団体の育成や活動の活発

化に努めます。

第９には、町民から信頼される親切な役場体制の実現であります。これまで進展を見

せている職員の意識改革をさらに進め、町づくりは町民が主役という考えを町職員全員

に徹底させます。また、町民の声が確実に町長に届く広報広聴体制の充実を図ります。

職員定員の計画的な削減とあわせ、簡素で効率的な組織とするとともに、さらに財政

改革を断行して、強固な財政基盤をつくります。

以上の政策課題に積極的に取り組むほか、厚岸町の確かな明日のためのステップアッ

プを目指し、自主自立の行政運営を計画的に進める一方で、近隣町村との広域行政の可

能性を探り、また市町村合併や三位一体改革、道州制など、これまでの北海道を支えて

、きた枠組みが大きく揺らいでおり、いまだ不透明な政策課題には国や道の動きを見据え

的確に対応していく考えでおります。

今日の地方自治を取り巻く環境から、私の町政２期目の最大の課題は、やはり財政再

建にならざるを得ないところでございますが、これには引き続きしっかりと取り組む考

えでおりますし、愛する厚岸町の新しい時代を築き上げるという使命を与えられたこと



- 8 -

を誇りに思いながら、町民だれもがこの町に住んでよかったと思えるすばらしい厚岸町

を築き上げてまいりたいと存じます。

以上、２期目に対する抱負を申し上げましたが、町政には町民と議会からの信頼とご

協力が必要不可欠であります。どうぞ議員皆様の一層のご支援とご協力を心からお願い

を申し上げまして、あいさつとさせていただきます。

●議長（稲井議員） 以上で町長の２期目に向けての決意表明を終わります。

●議長（稲井議員） 日程第７、選任第１号 常任委員の選任についてを議題といたしま

す。

厚生文教常任委員会の委員定数は６名となっておりますが、鹿野委員の死去により１

名の欠員が生じておりました。このたびの町議会議員補欠選挙が実施されたので、委員

の選任を行おうとするものであります。

お諮りいたします。

厚岸町議会委員会条例第７条第１項の規定により、佐々木議員を厚生文教常任委員会

委員に指名したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

●議長（稲井議員） ご異議なしと認めます。

よって、佐々木議員を厚生文教常任委員会委員に選任することに決定いたしました。

●議長（稲井議員） 日程第８、選任第２号 特別委員の選任についてを議題といたしま

す。

町村合併等調査特別委員会の委員定数は17名となっておりますが、鹿野委員の死去に

、より１名の欠員が生じておりました。このたびの町議会議員補欠選挙が実施されたので

委員の選任を行おうとするものであります。

お諮りいたします。

厚岸町議会委員会条例第７条第１項の規定により、佐々木議員を町村合併等調査特別

委員会の委員に指名したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

●議長（稲井議員） ご異議なしと認めます。

よって、佐々木議員を町村合併等調査特別委員会委員に選任することに決定いたしま

した。

●議長（稲井議員） 日程第９、選任第３号 特別委員会の選任についてを議題といたし

ます。

介護保険制度調査特別委員会の委員定数は17名となっておりますが、鹿野委員の死去
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により１名の欠員が生じておりました。このたびの町議会議員補欠選挙が実施されたの

で、委員の選任を行おうとするものであります。

お諮りいたします。

厚岸町議会委員会条例第７条第１項の規定により、佐々木議員を介護保険制度等調査

特別委員会の委員に指名したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

●議長（稲井議員） ご異議なしと認めます。

よって、佐々木議員を介護保険制度等調査特別委員会の委員に選任することに決定い

たしました。

●議長（稲井議員） 日程第10、特別委員の辞任についてを議題といたします。

議会広報特別委員会の委員であります中川委員より、一身上の都合により、委員を辞

任した旨、平成17年６月23日付をもって辞任願が提出されております。

お諮りいたします。

厚岸町議会委員会条例第12条第２項の規定により、中川委員の議会広報特別委員会委

員の辞任を許可することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

●議長（稲井議員） ご異議なしと認めます。

よって、中川委員の議会広報特別委員会委員の辞任を許可することに決定いたしまし

た。

お諮りいたします。

ただいま中川委員の辞任により、議会広報特別委員会の委員定数６名に１名の欠員が

生じたので、選任第４号 特別委員の選任についてを日程に追加し、追加日程として直

ちに議題としたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

●議長（稲井議員） ご異議なしと認めます。

よって、選任第４号 特別委員の選任についてを日程に追加し、追加日程として直ち

に議題といたします。

●議長（稲井議員） 暫時休憩いたします。

午前10時23分休憩

午前10時25分再開
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●議長（稲井議員） 再開いたします。

特別委員の選任方法についてお諮りいたします。

どのように。

（ 議長一任」の声あり）「

●議長（稲井議員） ただいま議長一任の声がありますが、これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

●議長（稲井議員） ご異議なしと認めます。

それでは、議長の方から指名をしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

●議長（稲井議員） 異議なしと認めます。

それでは、議長の方で指名をしたいと思います。

お諮りいたします。

厚岸町議会委員会条例第７条第１項の規定により、佐々木議員を議会広報特別委員会

の委員に指名したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

●議長（稲井議員） ご異議なしと認めます。

。よって、佐々木議員を議会広報特別委員会の委員に選任することに決定いたしました

暫時休憩いたします。

午前10時26分休憩

午前10時29分再開

●議長（稲井議員） 再開いたします。

●議長（稲井議員） 日程第11、意見書案第12号 教育基本法の改正を求める要望意見書

を議題といたします。

本件につきましては、平成16年12月21日開催の第４回定例会において、厚生文教常任

委員会に付託し、閉会中の継続審査を求めていたところ、今般審査結果の報告書が委員

長から提出されております。

委員長からの報告を求めます。
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12番、谷口委員長。

●谷口委員長 意見書案第12号 教育基本法の改正を求める要望意見書について、審査報

告を申し上げます。

平成16年12月21日、第４回定例会において付託されました本件につきまして、平成17

年１月28日、２月８日、３月２日及び４月19日に本委員会を招集し、提出者から詳細な

説明を受け、かつ委員の質疑を行い、慎重に審査した結果、可決すべきものと決しまし

たので、ここに報告申し上げます。

以上、審査報告といたします。

●議長（稲井議員） 次に、少数意見の報告を求めます。

１番、室﨑議員。

●室﨑議員 少数意見の報告をいたします。

平成17年４月19日、厚生文教常任委員会において、留保した少数意見を次のとおり、

会議規則第76条第２項の規定により報告いたします。

議案番号は意見書案第12号 教育基本法の改正を求める要望意見書であります。

意見です。

本意見書（教育基本法の改正を求める要望意見書）は、下記の理由により審議の対象

としての適格性を欠いているものと思料される。よって、採択を可とすることはできな

い。

以下、厚生文教常任委員会審議の中で明確となった事実を摘示し、その評価並びに意

見を述べる。

１ 審議の中で明確となった事実。

。委員会では慎重な審議を重ね、また提出者の出席を得、真摯かつ丁寧な説明を受けた

その結果、以下の事実が明確となった。

(1)本意見書は大きく３段に分かれる構成を持つ。

第１段において我が国の教育の危機的状況とその例示、第２段において中央教育審議

会の答申と、その後の論議及び新教育基本法のもとに改革の必要性、第３段において、

結論として教育基本法の早期改正を訴える構成をとる。

以上の構成及び提出者の説明より、本意見書は改革の方策を直接記載していないもの

の、これは中央教育審議会の答申にのっとって行うべし、との趣旨であると判明した。

(2)本意見書では、教育の現状での憂慮すべき事実が例示されている。学校教育におけ

る学級崩壊、いじめ、不登校等々多岐にわたる。その内容について、提出者から説明を

受けた。

その中で「ジェンダーフリー教育」につき、提出者はこれを「男女が性をもって生き

方を固定されずに、一人の人間としての生き方を尊重していく」こと「ジェンダーフリ

ーとは、男女が互いに敬い尊重しながら協力していく」ことと説明した。

また、それであれば憂慮すべき状況の例示としては不適当でないかとの指摘に対し、

提出者もそれを認めている。
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３、本意見書及びこの意見書に関する論議の中で、厚岸町にとってなぜ教育基本法の

改正を必要とするのかという視点からの問題提起はなかった。提出者に対し当町地域で

どういう問題が起きているのかという問いかけがあったが、特別、厚岸町の教育の問題

について押さえているものではないとの回答であった。

２ 評価。

(1)本意見書は改革の報告（プロセス）につき、中央教育審議会の答申に従って行うも

のとしている。すなわちこの意見書は同答申をその内容として取り込んだものと解せら

れる。

、ところで中央教育審議会への諮問においても、男女共同参画社会の形成を目指すとし

その答申は、教育の基本理念として男女共同参画社会の実現や男女平等の促進に寄与す

るという趣旨をうたう。

昭和60年（1985年）に日本が批准した女性差別撤廃条約、平成11年（1999年）に制定

された男女共同参画社会基本法をひも解くまでもなく、男女共同参画社会の形成の推進

の主張の基底には、ジェンダーフリーの思想が裏打ちされている。中央教育審議会の答

申をその内容に取り込みながら、ジェンダーフリー教育を憂慮する事実の一例に挙げる

この意見書は、内容に矛盾をはらむものと言わざるを得ない。

(2)提出者は「ジェンダーフリー教育」を憂慮すべきものとは解していない。厚生文教

常任委員会における説明時にも、これが憂慮されるべき事例としてあげられることは不

適当との考えを示している。提出者の意見と意見書の文面が明らかに相違することが明

確となった本意見書を、このままで審議することはできない。

(3)本意見書は、厚岸町においてどのような問題があり、なぜ厚岸町議会がこの意見書

を出さねばならないかについて何ら言及していない。また、この点提出者の説明も厚岸

町でどのような問題があるかという視点からのものでない旨明言している。

当議会は厚岸町という自治体の議会である、厚岸町議会議員は、厚岸町民の選挙に選

ばれた議員である。そこでの議論は、厚岸町に関するものでなければならない。

。もちろん、その内容が国政にわたるものであっても直ちに権限外となるものではない

ただしどこまでも「厚岸町においてかくかくしかじかの問題があるので、何々の件に関

してはこのようしてもらいたい」というのが厚岸町議会から出される要望意見書の骨子

。であるべきである。本意見書は当議会の権限に属する議論を提唱しているか疑問である

３ 結論。

意見書自体の内容に矛盾をはらみ、提出者の考えと異なる内容であることが委員会の

論議で提出者自身の口から明確にされ、かつ当議会の権限の範囲につき疑問を持たざる

。を得ない意見書は、審議の対象としての適格性を欠き、採択すべからざるものと考える

よって、採択を可とすることはできない。

以上であります。

●議長（稲井議員） これより質疑を行います。

初めに、委員長報告に対する質疑を行います。

ございませんか。

８番。
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●音喜多議員 ただいまの原案賛成と、原案のとおり可決すべきものと、それからこの原

案に対して少数意見がついた、この２つの中で、原案について、原案のとおり可決すべ

きものと決した経緯についてお尋ねをしたいというふうに思います。

改正を求める理由に、学校教育において学級崩壊やいじめ、不登校、ジェンダーフリ

ー教育や過激な性教育、学力の急激な低下などが挙げられておりますが、これらの検証

と申しますか、事実関係についてどの程度の議論をされたのか。そのかげんについて委

員長にお尋ねしたいというふうに思います。

それから、２つ目にただいま少数意見の中にもございましたが、ジェンダーフリー教

育が挙げられております。それがこの文面から見ると、教育基本法の改正の理由に挙げ

られております。今、少数意見留保の提案にもありますとおり、このものはいわゆる提

出者も認めているというか、このジェンダーフリー教育がその改正の理由にはなじまな

いというような物の見方をされております。

したがって、私はこのゆがんだといいますか、この原案がまさしく正しくはない表現

の仕方というか、そういった欠陥的な原案をそのまま可決するに至った理由は何だった

のか、その２点についてお尋ねしたいと思います。

●議長（稲井議員） 谷口委員長。

、●谷口委員長 今、音喜多議員の方から質問がございましたけれども、学力の低下だとか

ジェンダーフリーの問題だとか、さまざまな問題が厚岸町でどのようにとらえてという

ようなお話がございましたけれども、それらについては、提出者も述べておられました

けれども、実際厚岸町の現状が十分調査された上で、この意見書案が提出されているも

のではないという内容であります。

それで私たちは、そのことについては、その辺まで調査することは残念ながらできま

せんでした。

それから、ジェンダーフリー教育については、少数意見でも述べられているような内

容であります。それで、ただ私たち委員会としては、５回にわたって審議をしてきた、

そういう内容であると。それと意見書案の内容に沿って、その案が早期に実現するよう

に望むものだという内容で、賛成討論もされておりますことを報告しておきます。

以上であります。

●議長（稲井議員） ８番。

●音喜多議員 いわゆるこの文面の中で、ジェンダーフリー教育が教育基本法の改正の理

、由の一つに挙げられているということになるわけです、この文面から見ますと。しかし

それは大きな間違いであるという見方をされて、いわゆるこのことについては、今お話

のありましたように、中教審もこれを推し進めるという中でのこの間違いをそのまま意

見書として提出するのはいかがなものかと私は思うのであります。

その問題について……
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●議長（稲井議員） 音喜多議員さん、委員長報告に対する中身ですから、それを逸脱し

ないように質問してください。

●音喜多議員 だからそう聞いています。

その原案そのまま賛成という、原案のとおり可決すべきというふうになると、この文

面は大きな間違いの提出ということになるわけです。その議論というか、そこまでは全

く議論に至らなかったというふうになるわけですか。

●議長（稲井議員） 谷口委員長。

●谷口委員長 今おっしゃっていることは、委員会の中で一部の委員からは疑問は出され

ました。出されましたけれども、原案のとおり了承なされたという結論であります。

●議長（稲井議員） 他にありませんか。

（発言する者なし）

●議長（稲井議員） なければ、次に少数意見の報告に対する質疑を行います。

（発言する者なし）

●議長（稲井議員） ないようなので、それでは以上で質疑を終わります。

討論ありますか。

（ はい」の声あり）「

●議長（稲井議員） それでは、ここで皆様に申し上げます。

これより討論を行いますが、先ほど事務局長から説明がありましたように、会議運用

内規53の２の５にありますように、委員長の報告が可決で、少数意見のある場合には、

まず原案賛成者の発言を許すことになりますので、ご了承願います。

これより討論を行います。

まず、原案賛成者の発言を許します。

16番。

●竹田議員 ただいま上程をされております意見書案第12号 教育基本法の改正を求める

要望意見書について、賛成する立場から討論をするものであります。

社会では、教育基本法について、さまざまな憶測の中で討論されてきています。迷走

を続けてきた教育論議ということで、日本の子供や若者には人と人を結びつける公の意

識が欠落していたり、また、危機感にかられる人も少なくないのではないでしょうか。
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子供たちの学力は以前よりも低下し、学習意欲や学校外の学習時間は先進国では最低レ

ベルにあることが明らかになっています。いじめや不登校は依然として深刻な問題でも

あります。働けない若者の増加も指摘されています。

長崎県での12歳の少年による幼児殺害や大阪府河内長野市で起きた18歳、16歳男女よ

る一家殺傷事件、心に深いやみを抱えた若者の依存は浮き彫りになりました。また、最

近では15歳の若年年齢による多々の犯罪等が目立ってまいりました。貧しさや社会的混

乱とは異なった要因があり、要因を正しく分析し、対策を打ち出すことが必要だという

ふうに思います。

ご承知のとおり現行の教育基本法は、1947年、昭和22年制定され、一度も改正される

ことなく今日に至っております。もちろん法は教育基本法によらず、現行でよいものま

で改正する必要のないことは言うまでもありません。しかし、現行の教育基本法は戦後

の混迷のさなかにあって制定され、しかも個人の尊厳を強調するが余り、個人と国や伝

統の結びつきがあいまいとなったとの指摘があるのも事実であります。

現在の教育の現状を見るとき、国家百年の大計である教育は、危機的状況であること

の認識は多くの国民の認めるところであり、道徳心や自立心が低下し、弱い者いじめを

初めとする学級崩壊、青少年の凶悪犯罪と低年齢化の家庭や地域の教育の不十分さは特

に議員各位にはご理解のいただけるものと思います。

この半世紀の間、我が国が、国、社会や国際社会も大きく変化し、国民意識も変化を

遂げました。したがって、重視すべき理念も変化をするものであります。時代にふさわ

しい教育の実現のため、教育のあり方が議論され、どのような日本人の育成を目指すの

か、そのための理念となる教育基本法の改正はしごく当然の流れであると思います。

現行教育法の第１条、第２条で規定する教育の目的や方針を踏襲しつつ、愛国の心で

ある国の歴史、文化、伝統を尊重し、国や郷土、共同体を愛する心をはぐくみ、さらに

は家庭教育が充実され、国際社会において個性と品位を持ち、次代を担う子供たちが将

来に向かって常に誇りと希望を抱くことができるよう、この際、国民的議論を尽くし、

教育基本法が改正されることが望ましいと考えるものであります。

以上、賛成の討論を申し上げましたが、賢明なる各議員のご賛同を心からお願い申し

上げます。

以上をもって、賛成の立場での意見を唱えさせていただきます。

●議長（稲井議員） 次に、少数意見に賛成者の発言を許します。

８番。

●音喜多議員 私は、意見書案第12号 教育基本法の改正を求める意見書案に反対の立場

で討論するものであります。

１つには……

（発言する者あり）

●議長（稲井議員） 休憩いたします。
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午前10時51分休憩

午前10時53分再開

●議長（稲井議員） 再開いたします。

８番。

●音喜多議員 最初から言わせていただきます。

私は、意見書案第12号 教育基本法の改正を求める意見書案の少数意見に賛成の立場

で討論させていただくものであります。

１つには、学級崩壊、いじめ、不登校など、子供たちのさまざまな問題、それを取り

巻く社会情勢等が指摘されておりますが、その原因や背景がどこにあるかという根源に

触れず、また検証や議論をどれだけしてきたのかということでございます。

その真相、核心に触れず、ただ単に新聞報道やあるいはマスコミ報道に言われている

ことや改正を意図的にあおるためのその何物でもないような気がいたします。

特に、我が厚岸町において、このような問題点があったのか指摘し、あるいは議論を

してきたかということでございますが、先ほどの中にも全くその点には触れられず、日

夜懸命に学校教育関係者の努力も顧みず、そんな状況では残念でなりません。

子供は社会の鏡だと言われております。私たち大人のつくった社会の中で育っていま

す。今の日本がどのような状況になっているかと言えば、競争競争の中で、企業や個人

も他社をけ落とさなければ生き延びていかれない社会になっているのではないでしょう

か。その大人社会に自分さえよければという意識や風潮が広がり、勝ち組、負け組に振

り分けられた中で、今、年間３万5,000人もの自殺者を出しているのであります。

子供を能力で選別し、競争をあおる教育に変えることは、今以上に子供たちの心をゆ

がんだものに育てしまうことは火を見るより明らかにであります。現在、将来ともに子

供たちの問題が教育基本法を変えれば本当に解決されるのか、本当に子供たちのために

行われようとしているのか、多くの疑問を残したままでございます。

２つ目に、教育基本法改正の方向は、お国のためには戦争さえもいとわない子供たち

を育てる教育につながりかねはしないかということであります。私たちの住む日本には

過去に忌まわしい大戦戦争という歴史があり、その反省の上にあるのです。その戦前、

戦中の国家主義、軍国主義教育の反省から、憲法の精神の中で最も尊重され、これを盛

り込んだのが現行教育基本法なのです。

歴史は繰り返すと申しますが、愛国心を子供たちに徹底的に教育するということは、

日本の国のためであれば戦争さえもいとわない子供たちを育てることをし、自分の国中

心の考え方を子供たちに植えつけはないかなと思うのであります。

現行の教育基本法第11条では、行政の教育への不当な介入を厳しく戒めていますが、

これを変えようとしていることは、戦前のように国家が教育の中身を統制することにつ

ながるのです。これは過去の日本であり、現在の北朝鮮の教育と何ら変わらなくなると

いことであります。
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今、与党が進めている教育基本法改正の方向は、憲法９条改正と一体的なものだと言

われております。世界第２の軍事力を持ち、アメリカとともに他国に苦しい解釈の上で

自衛隊を出している日本で、憲法９条改正で堂々と軍隊を持ち、日本の国のためであれ

ば戦争さえもいとわない子供たちを育てる教育を進めることにつながるというふうに思

います。子供たちを再び戦場に送るような教育をもう日本は二度と復活させてはならな

いわけであります。

以上の考え方の立場で、本意見書案には反対するものであります。

●議長（稲井議員） それでは原案に賛成者の発言を許します。

３番、南谷議員。

●南谷議員 意見書案第12号 教育基本法の改正を求める要望意見書に対しまして、賛成

の立場で討論を行わさせていただきます。

本意見書が昨年の12月の定例会に提案がなされまして、厚生文教常任委員会での慎重

審議を求め、町内で358名、町外からは74名、合計で432名もの署名が議長あてに届いて

おります。

、また、北海道教職員組合釧路支部厚岸会が発行の改正に反対のチラシでございますが

このようなチラシが私の家にも配布されました。さらにはわざわざ私の家まで出向いて

いただきまして、教育の現場の声を聞いていただきたい、２名の学校の先生がいらっし

ゃいました。その際、私にとつとつと説明をしていったわけでございますけれども、現

行教育基本法を変えないでくださいと題しまして、その際にも24名もの意見が記された

レジュメを私の方に提出してくれました。これがそうでございます。本当に学校の先生

たち、一生懸命厚岸町の子供たちのために真剣にこの問題について議論をしていただい

ている、考えていただているんだなと、その先生たちの真摯な姿に私は感銘をした次第

でございます。

また、先ほど少数意見、室﨑１番議員の方からジェンダーフリーについてもとうとう

とご意見が発表なされました。私も真摯にその意見を拝聴させていただいたわけでござ

いますけれども、しかしながら、私は教育基本法の改正に対しまして、賛成するもので

あります。私も日本の子供の将来、厚岸町の子供たちの行く末を思う気持ちは同様にあ

。ります。決して決して戦争愛好者でもありませんし、極端な愛国主義者でもありません

そういう意味での賛成では決してございません。

賛成の理由は２つあります。１つは、16番、竹田議員も賛成の理由で述べておられま

したが、現行基本法の公布発効が昭和22年３月31日、私が生まれる前の世界の状況と今

日の時代背景の違いは無視できないことだと思います。今日、インターネットで世界各

国の人々と瞬時に交信可能なグローバルな時代、さらには今の子供たちがやがてみずか

ら次代を担っていく将来を考えるとき、本当に現行の教育基本法で十分なのか疑念が残

ります。理想ばかり追求するのではなくて、現実を直視し、子供たちが将来みずからが

世界の中で日本、そして厚岸町をどうとらえ、みずからがどう生きるべきかを適切な判

断できるように改正が必要と考えます。

２つ目の理由でございますが、中央教育審議会の答申にもありますが、21世紀の教育
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が目指すべきものとして、一つ、自己実現を目指す、自立した人間の育成、一つ、豊か

な心と健やかな体を備えた人間の育成、一つ、知の世紀をリード創造性に富んだ人間の

育成、一つ、新しい公共を創造し、21世紀の国家社会の形成に参画する日本人の育成、

一つ、日本伝統文化を基盤として国際社会を生きる教養ある日本人の育成、以上の５項

目を主体とした教育基本法までさかのぼった実効性のある改革が必要と考えるからであ

ります。

また、先刻少数意見報告を拝聴させていただきました。(3)で、本意見書案は厚岸町議

会に無関係と言わないまでも、当議会の権限に属する議論を提唱しているか疑問である

と述べておられました。確かに意見書案の中に厚岸町云々の文言はありません。本意見

書案は、中央教育審議会の答申に賛意を示しており、厚岸町発の文面となっておりませ

ん。そのことが当議会に無関係とは私は考えません。

厚岸町の子供たちの教育に教育基本法が影響を及ぼしていることは明らかなことと考

えます。特に教育基本法の第７条で、家庭教育及び勤労の場所、その他社会において行

われる教育は、国及び地方公共団体によって奨励されなければならないと明示がされて

おります。また、今回改正の議論の中でも教育の地方分権化が争点になっているのも実

情でございます。教育の基本をなす法律であるからこそ、国に議論を任せるばかりでは

なくて、これからの時代、願わくば地方発、厚岸町発くらいの気持ちを持つべきと考え

ます。

教育は未来の先行投資であり、教育への投資を惜しまず、必要の政策を果敢に実行す

ることが必要と考えます。

よって、私は本意見書案に賛同するものであります。議員皆様のご賛同をお願い申し

上げ、賛成の討論といたします。

●議長（稲井議員） 少数意見賛成者の発言を許します。

14番。

●田宮議員 私は、意見書案第12号に反対の意見を申し上げるものであります。

1946年、昭和21年に日本国の憲法が公布をされました。明くる年の３月に教育基本法

が憲法の理想を実現するための教育、これを教育の基本に据えるということで、教育基

本法が公布施行になったわけであります。

。私も戦前に小学校に入り、当時の中学校を終え、戦前の教育を受けたものであります

戦争をするために教育を利用した誤りを二度と繰り返してはならない。そのために誤り

と縁を切って、新しい教育のあり方を示したのが、この教育基本法であります。

戦前の教育については、私は私の心にしみついています。天皇中心の政治が行われた

戦前の日本、外国に侵略戦争を仕掛けて、アジアや太平洋の地域で2,000万人以上、日本

国民310万人以上の犠牲者を出しました。このとき教育として子供たちに教え込まれたの

が、天皇のために命を捨てることが国民の最高の道徳だということでありました。その

柱になったのが、明治天皇が出した教育勅語で、国家に対する個人の絶対服従と犠牲が

求められたのであります。一人一人の子供の成長を願うより、天皇を支える公国民の練

成に力が注がれ、国は教育を厳しく統制、支配し、教育内容に干渉したこの教育は、画
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一的教育となって、国民を極端な国家主義と軍国主義に導いて戦争に駆り立てていった

のではないでしょうか。

戦前の教育の弊害は終戦後だれの目にも極めて明らかになりました。教育基本法は国

じゅうを不幸にした戦前の教育の反省から生まれたものであります。前文と11条から成

り、前文第１条、これは教育の目的が書かれております。第２条は教育の方針でありま

すが、これらで新しい教育の理念を明らかにいたしました。中でも教育基本法の重要な

柱は個人の尊厳を重んじる。これは前文にありますが、個人の尊厳を重んじとして個人

、を国家の発展の単なる手段と見る考えを否定していることであります。制定時の国会で

当時の高橋誠一郎文部大臣が教育基本法の根底をなす考え方は何かと聞かれて、個人の

尊厳を認め、個人の価値を認めていかなければならん、こういうふうに答えています。

この考え方に立って、第１条で教育の目的を人格の完成、つまり一人一人が人間とし

。て大事にされ、個性、能力を全面的に発展させることにあるとしているわけであります

国や社会の発展は、個人の自覚で自発的にされるものだとしているわけであります。も

う一つの重要な柱が、戦前の国の教育統制への反省に立って教育は不当な支配に屈する

ことなく。これは教育基本法の10条にありますが、として教育は国や行政、権力の不当

な支配を受けてはならないというふうに定めていることであります。

その考えに基づいて、教育行政の任務の本質と限界を決めて、教育行政の目標を施設

や整備や配置など、教育条件の整備において、行政権力が教育に不当不要に口出しする

ことを禁じているわけであります。

以上、教育基本法そのものについて私なりに考えを述べました。今の憲法の理念に沿

ってつくられた教育基本法を変える理由は何一つないというふうに考えています。この

教育基本法を現在の姿、これからも生き続けさせるということは大変大事だというふう

に考えているわけであります。

以上で私の討論を終わります。

●議長（稲井議員） 他に討論はありますか。

（発言する者なし）

●議長（稲井議員） なければ討論を終結いたします。

これより起立により採決いたします。

委員長の報告は原案可決であります。委員長報告どおり決するに賛成の議員の起立を

求めます。

（賛成者起立）

●議長（稲井議員） 起立多数であります。

よって、意見書案第12号は委員長の報告どおり可決されました。

なお、本案は末尾記載の送付先に直ちに送付いたします。
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●議長（稲井議員） 日程第12、報告第６号 繰越明許費繰越計算書の報告についてを議

題といたします。

職員の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

税財政課長。

●税財政課長（佐藤課長） ただいま上程いただきました報告第６号 繰越明許費繰越計

算書の報告について、その提案理由の説明をさせていただきます。

議案書の１ページをお開き願います。

この内容につきましては、さきの３月第１回定例町議会におきまして、平成16年度厚

岸町一般会計補正予算（第５回）において、既に議決をいただきました繰越明許費につ

きまして、平成17年度へ繰り越した分でございます。

本文でございますが、地方自治法施行令第146条第２項の規定により、平成16年度厚岸

町繰越明許費繰越計算書を別紙のとおり報告させていただくものでございます。

議案書の２ページをお開きください。

平成16年度厚岸町繰越明許費繰越計算書であります。

７款土木費、３項河川費、平成16年度に実施いたしました国の補正予算による河川調

査事業、別寒辺牛川水系治水砂防施設整備事業の国の委託事業費を翌年度繰越額として1,

800万円、その財源として全額未収入特定財源である国庫支出金を繰り越しさせていただ

いたものでございます。

以上、まことに簡単な説明でありますが、報告第６号の説明を終わらせていただきま

す。

ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願いします。

●議長（稲井議員） これより質疑を行います。

（発言する者なし）

●議長（稲井議員） なければ質疑を終わります。

お諮りいたします。

討論を省略し、本案は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

●議長（稲井議員） ご異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり承認することに決定しました。

●議長（稲井議員） 日程第13、報告第７号 厚岸町土地開発公社経営状況説明書の提出

についてを議題といたします。

職員の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

助役。
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●助役（大沼助役） ただいま上程いただきました報告第７号 厚岸町土地開発公社の経

営状況の報告について、その内容をご報告申し上げます。

地方自治法第243条の３第２項の規定により、厚岸町土地開発公社の経営状況を説明す

る書類を提出するものであります。

この内容は平成16年度の事業報告並びに決算と平成17年度の事業計画と予算について

であります。別途お配りをさせていただいております厚岸町土地開発公社経営状況説明

書の１ページをお開きいただきたいと思います。

まず、平成16年度厚岸町土地開発公社事業報告からご説明申し上げます。

総括事項でございますが、平成16年度におけます当公社の業務の運営は、前年度同様

に土地の取得業務並びに処分業務ともございませんでした。現在所有したおります平成

５年度から平成10年度までに取得しました用地につきましては、用地確定測量に時間を

要したため、平成16年度中に処分することができませんでしたが、平成17年度において

処分するよう調整を図っている最中であり、処分ができ次第、当公社の解散に向け作業

を進めてまいります。

次に、２ページをごらんいただきたいと思います。

２の理事会議決事項、３の役員に関する事項、４の職員に関する事項、ともに記載の

とおりでございますので、説明を省略させていただきたいと存じます。

次に、５の借入金の状況でございますが、借り入れ先、厚岸町、年度初めの残高１億3

74万2,690円、本年度借入金０、年度末残高１億374万2,690円、この額はすべて厚岸町土

地開発基金でございます。

次に、３ページの役員名簿でございますが、記載のとおりでございますので、省略を

させていただきたいと存じます。

４ページと５ページでございますが、平成16年度財務諸表でございますけれども、損

益計算書につきましても記載のとおりでございますので、省略をさせていただきます。

次に、６ページと７ページの貸借対照表でございますが、これも内容は記載のとおり

でございますので、省略をさせていただきます。

次に、８ページと９ページの財産目録でございます。これも内容は記載のとおりでご

ざいますので、省略をさせていただきたいと存じます。

次に、10ページ、長期借入金、短期借入金、基本金明細書でございます。これにつき

。ましても内容は記載のとおりでございますので、省略をさせていただきたいと存じます

次に、11ページ、監査報告でございますが、５月16日に監査をいただいたその意見書

でございます。

次に、12ページの平成17年度厚岸町土地開発公社事業計画であります。新たな土地の

取得業務はございませんが、現在所有しております平成５年度から平成10年度までに取

得しました用地のすべてを処分する計画としております。

次に、13ページの平成17年度厚岸町土地開発公社予算であります。

厚岸町土地開発公社定款第16条第１項の規定に基づきまして、平成17年度厚岸町土地

開発公社予算を定めたものであり、収入支出予算の総額は第２条に記載のとおり、収入

支出それぞれ１億624万3,000円でございます。
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14ページの収入でございますが、１款の事業収益、これは公社所有の土地の売却収益

で１億374万4,000円であります。

２款の事業外収益は、受取利息1,000円、雑収入1,000円の計2,000円でございます。

３款繰入金でありますが、これは平成16年度の繰越金でございまして、249万7,000円

であります。

収入の合計といたしまして１億624万3,000円でございます。

次に、15ページの支出でございますが、１款販売費及び一般管理費25万8,000円、この

内訳でございますけれども、人件費が８万8,000円、経費といたしまして17万円でござい

ます。この内容は次の16ページに記載のとおりでございます。

２款の借入金償還金でございますが、厚岸町からの借入金１億374万3,000円を所有地

売却により償還するものでございます。

３款の予備費でございますけれども、224万2,000円でございます。合わせまして支出

合計として１億624万3,000円でございます。

次に、17ページの平成17年度厚岸町土地開発公社資金計画でございますが、これにつ

きましても内容は記載のとおりでございますので、省略をさせていただきます。

なお、今議会には議案第37号として、厚岸町土地開発公社の土地を厚岸町に購入して

いただく財産の取得について上程をさせていただき、さらに議案第42号として、関係予

算に関する補正につきましても上程をさせていただいております。

以上が厚岸町土地開発公社の経営状況の報告でございます。

大変簡単な説明でございますが、ご承認くださいますようお願いを申し上げ、報告と

させていただきます。

●議長（稲井議員） これより質疑を行います。

（発言する者なし）

●議長（稲井議員） なければ質疑を終わります。

これをもって報告済みといたします。

●議長（稲井議員） 日程第14、報告第８号 社会福祉法人厚岸町社会福祉協議会経営状

況説明書の提出についてを議題といたします。

職員の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

福祉課長。

●福祉課長（松見課長） ただいま上程いただきました報告第８号 社会福祉法人厚岸町

社会福祉協議会経営状況説明書の提出について、その内容をご説明申し上げます。

なお、この経営状況説明書は、地方自治法第243条の３第２項の規定により、今議会に

報告するものでございます。

経営状況説明書は、別冊で用意させていただいておりますので、これをごらんいただ

きたいと存じます。
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ここで、本経営状況説明書が昨年提出いたしました様式に変更を加えておりますこと

から、あらかじめご説明させていただきたいと存じます。

本経営状況説明書は、社協運営の内容をより理解していただきたいとの願いと、社会

福祉法人会計基準により従前の様式に一部変更を加えております。事業報告の部分につ

きましては、事業ごとに活動の内容を記載し、収支決算の各ページについては、小さか

った文字を若干ではありますが、大きくし、またそのページを開いた状態で一つの事業

収支を確認できるよう大判にしてございます。そのような上程をさせていただいており

ますので、お許しをいただきたいと存じます。

なお、平成17年度計画においては、会計処理における事業区分を経理区分とする一部

変更による様式の変更などもございます。この内容につきましては、後ほどご説明をさ

せていただきます。

それでは説明書の１ページ目をお開き願います。

平成16年度社会福祉法人厚岸町社会福祉協議会事業報告でございます。

次の２ページに目次、３ページには総括説明がございます。

内容につきましては、記載のとおりでありますので、要点をご説明を申し上げます。

平成15年度に策定した第３期地域福祉実践計画は、ほぼ着実な推進が図られておりま

す。外出支援サービス事業などの町からの受託事業を着実に実施されております。

訪問介護事業と指定居宅介護支援事業は、事業従事者の資質向上に努めております。

ボランティアセンター運営事業は、ボランティアコーディネーターを配置され、ボラ

ンティア活動に参加できる体制整備に着手いたしました。

平成15年度の社会福祉センターの改修工事に続き、エレベーターの設置などを行う増

築改修などに着手され、本年９月末に完成予定となっております。

在宅介護支援センターは431件の相談実績となっております。

以上が事業報告における総括説明であります。

、次に、４ページから15ページにつきまして、平成16年度の事業別報告であり、事業名

実施日、場所、内容などが記載されております。

４ページは、法人運営事業で、理事会・評議員会等の開催、５ページは部会の開催、

同社協及び釧路地区社協関係会議への参加・役職員研修の実施内容でございます。

、次に、６ページは調査広報事業・助成事業で、広報活動、福祉団体等への助成の内容

次には小地域ネットワーク事業で、助け合いチーム事業の実施、７ページには地域福祉

懇談会の内容でございます。

次に、ノーマライゼーション普及事業・高齢者福祉推進事業・共同募金協力事業で、

すこやか健康福祉運動会の実施、厚岸町障害者（児）ふれあいフェスティバル「こう福

祉21」への支援・参加協力、ふれあい会食会の実施、８ページには赤い羽根共同募金、

歳末たすけあい募金運動への協力、赤い羽根チャリティーパークゴルフ大会の実施の内

容でございます。

次に、外出支援サービス事業、老人福祉受託事業（福祉バス 、生活管理指導員派遣事）

業・指定居宅支援事業・精神障害者居宅支援事業で、それぞれの利用の状況などでござ

います。

９ページは指定訪問介護事業で、事業内容、利用状況、職員研修の実施の内容でござ
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います。

10ページはボランティアセンター運営事業で、ボランティアセンター運営協議会の開

催、福祉教育、ボランティア普及活動、学校助成事業、中高生福祉体験学習事業、訪問

介護員養成研修２級課程の実施、11ページは町外ボランティア研修の実施、ボランティ

アの町づくり事業、生き生きサロンの開催、12ページにはハートコール事業の実施、職

員研修の実施の内容でございます。

次に、福祉センター運営事業で利用状況などの内容でございます。

、13ページは、福祉相談事業で、福祉相談所運営委員会の開催、福祉中央相談所の開設

法律相談の実施の内容で、次に生活福祉資金貸付事業、低所得者資金貸付事業で、生活

福祉資金貸付調査委員会の開催、14ページには生活福祉資金貸付状況、低所得者資金貸

付状況の内容でございます。

次に、町からの受託事業であります在宅介護支援センター事業で、事業内容、事業実

績の内容でございます。

15ページは指定居宅介護支援事業で、事業内容、利用状況、職員研修の実施の内容で

ございます。

介護保険制度の適用を受けます指定居宅介護支援事業の利用状況は、介護度ごとの表

のとおりでありますが、利用者の合計は前年比７％減の1,506人となっております。

続きまして、16ページをお開き願います。

平成16年度社会福祉法人厚岸町社会福祉協議会一般・公益会計収入支出決算書であり

ます。

決算の内容は、それぞれ事業ごとの収支が記載のとおりでございますが、17ページは

事業区分１、法人運営事業ということで、厚岸町社会福祉協議会の運営に係る決算であ

ります。収入決算額は5,370万7,217円で、主なものは町からの補助金、2,674万4,000円

であり、支出の決算額は5,390万5,693円で、主なものは人件費となっております。

表の下から３行目に当期の収支差額が記載され、その次の欄に前期繰り越しに相当す

る前期末支払い資金残高が記載され、最後の欄に当期末支払い資金残高が記載されおり

ます。

次に、18ページでございます。

事業区分２は、調査広報事業で、事業区分３は助成事業、小地域ネットワーク事業、

ノーマライゼーション普及事業と続きます。

次に、19ページでは事業区分６、高齢者福祉推進事業、共同募金協力事業、外出支援

サービス事業でございます。

次に、20ページでは事業区分13、老人福祉受託事業、生活管理指導員派遣受託事業で

ございます。

次に、21ページでは事業区分15、支援費制度による指定居宅支援事業で、次に精神障

害者居宅支援事業でございます。

22ページは指定訪問介護事業でございます。介護保険収入を主材源としておりますホ

ームヘルプサービスを実施しており、記載のとおりでございます。

次の23ページは事業区分18、ボランティアセンター運営事業で、補助金その他で運営

された事業であります。
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次の24ページは事業区分21となり、事業区分19と20がございませんが、これは平成16

年度から前ページの事業区分18の中で、事業区分19と20について一体的な運営が行われ

るようになったところによるものでございます。

24ページは福祉センター運営事業で、厚岸町からの補助金1,256万5,000円、その他に

より運営された事業であります。

次に、事業区分22、福祉相談事業は、厚岸町からの受託事業で、記載のとおりでござ

います。

次の25ページは生活福祉資金貸付事業、低所得者事業貸付事業であります。記載のと

おりでございます。

25ページ、下段には今述べてまいりました一般会計事業区分１から事業区分24の各事

業の合計が記載されております。決算額で申しますと、収入小計１億7,025万1,684円、

支出小計１億6,699万1,436円、収支差額が326万248円、前期末支払い資金残高406万6,09

9円、最後の欄が当期末支払い資金残高732万6,347円でございます。

次に、26ページは、平成17年３月31日現在の貸借対照表でございます。借方の資産の

部合計８億6,563万3,028円、貸方につきましては負債合計が１億4,098万2,377円、純資

産合計が７億2,465万651円でございまして、負債、純資産合わせまして８億6,563万3,02

8円となります。

なお、先ほど25ページの一般会計合計決算額の当期末支払い資金残高732万6,347円に

つきましては、流動資産1,974万7,754円から流動負債1,216万7,407円を引いた額758万34

7円から、さらに流動資産の中にあります低所得者資金貸付金25万4,000円を差し引いた

額732万6,347円と一致するものでございます。

次に、27ページからは平成16年度公益会計収入支出決算書でございます。

事業区分１、在宅介護支援センター事業、次に事業区分２、指定居宅介護支援事業で

ございます。下段は公益会計２つの事業の合計でございます。決算額で申しますと、収

入小計1,955万1,008円、支出小計1,902万5,253円、収支差額が52万5,755円、前期末支払

い資金残高８万9,768円、最後の欄が当期末支払い資金残高61万5,523円でございます。

次に、28ページは平成16年度公益会計貸借対照表でございます。

借方の資産の部合計446万522円、貸方につきましては、負債合計が328万2,093円、純

資産合計が117万8,429円でございまして、負債、純資産合わせまして446万522円となる

ものでございます。

、次に、29ページは財産目録であります。内容につきましては、記載のとおりですので

説明は省略させていただきます。

30ページは社会福祉法人厚岸町社会福祉協議会の監査報告でございます。平成17年５

月13日、業務内容及び事業遂行状況について監査を受けたものでございます。

次に、31ページは平成17年度社会福祉法人厚岸町社会福祉協議会事業計画書でござい

ます。

32ページは、目次となっております。

33ページに大きく分けて事業方針と重点推進項目として５項目が掲げられており、１

として社協組織の充実強化と財政基盤の確立、２として地域に密着した総合的福祉サー

ビスの確立・推進、３として介護保険支援費制度等改正に対応したサービスの安定供給
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体制の確立、４としてボランティアセンターの充実強化の住民参加の促進、５として社

会福祉センターの整備として増築改修工事の実施となっております。

次の34ページから37ページに事業実施計画としまして、具体的な内容が記載されてお

ります。説明は省略させていただきたいと存じます。

38ページをお開き願います。

平成17年度一般会計収入支出予算（総括表）でございます。

なお、平成17年度計画においては、会計区分の一部変更による様式の変更がございま

す。この内容につきましてご説明をさせていただきます。

まず、社会福祉法人の会計処理についてでありますが、平成12年４月から社会福祉法

人会計基準が導入され、作成する計算書類や様式が大幅に変更されたほか、損益計算書

の考え方が導入されるなど、抜本的な改正が行われております。厚岸町社会福祉協議会

においても、この会計基準に基づいた会計処理が求められ、移行期間を経て平成14年度

から会計基準による会計処理を行っております。

このたびの変更理由といたしまして、この会計処理に当たりましては、パソコンによ

る財務会計システムを使用しておりますが、平成16年４月に改正された消費税法に対応

していないため、システムの変更が必要となりました。この機会に会計処理全般を見直

した結果、現行の事業区分の変更が必要になったものでございます。

会計基準に基づく経理規定による区分は、一般会計が７区分、広域会計が１区分とな

っておりますが、現行一般会計では24の事業区分がございます。一方、公益事業会計は

現行在宅介護支援センター事業と指定居宅介護支援事業の２つでございますが、在宅介

護支援センター事業は受託事業であり、公益会計にはなじまないということ。残る指定

居宅介護支援事業は、一般会計の訪問介護事業と同じ性格のものとなっており、指定居

宅支援事業のみ会計を別にしておく必要はないものと考え、このようなことから使用し

ていない事業区分の整理等を含め、整理統合し、事務処理の簡素合理化が図られたとこ

ろでございます。

変更点は、まず一般会計をこれまでの事業区分を経理区分とし、24区分から８区分に

整理統合されております。

次に、公益会計の在宅介護支援センター事業を一般会計の受託事業に含められており

ます。そして、公益会計の指定居宅介護支援事業を一般会計に移行することにより、こ

れまでの２つの会計は平成17年度からは一つの会計となる内容でございます。

39ページをお開き願います。

平成17年度一般会計収支予算総括一覧表でございます。

これまでの24の事業区分が８区分に整理統合されていますが、前年度の事業区分が今

年度からどの経理区分に整理統合されたのか。また一般会計全般にわたる収入支出の内

容がわかりやすいようにと、社協独自の様式で作成されたものでございます。

、なお、民間会社と同様の基準で作成され、経常活動による収支、施設整備による収支

財務活動による収支、この３つの区分に分けて、お金の動きを把握するようになってい

ます。経常活動による収支は本来の事業活動によって資金を生み出し、設備投資や借入

金の返済能力があるかどうかを判定するものです。施設整備による収支は補助金や寄附

金などにより、どの程度の施設整備が進められているかをチェックします。財務活動に
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よる収支は借入金返済、預金積立金等を把握するとともに、経常活動と施設整備を含め

た全体を把握します。

次に、41ページをお開き願います。

(1)の１から42ページの(1)の２までが経理区分、法人運営事業となっており、57ペー

ジの(8)の２経理区分資金貸付事業まで、それぞれ事業ごとの予算となっております。

内容の説明につきましては、省略をさせていただきたいと存じます。

38ページにお戻りして、お開きを願います。

平成17年度一般会計収支予算総括表で、すべての事業の合計でございます。一般会計

の収支を集計し、前年度と比較したものでございます。最下段から上に３行目の当期資

金収支差額合計330万2,000円となっておりまして、前年度当初の予算額と比較いたしま

すと192万4,000円の増となっております。

次に、最終ページの58ページでございます。

社会福祉法人厚岸町社会福祉協議会役員名簿でございます。任期は平成17年５月23日

から平成19年５月22日までとなっております。

以上、大変雑駁な説明でございますが、報告第８号につきまして、ご承認賜りますよ

うによろしくお願いを申し上げます。

●議長（稲井議員） これより質疑を行います。

15番。

●佐齋議員 ここで何点かお聞きしたいんですが、平成17年度の重点推進項目の中に、５

番目に社会福祉センターの整備増築改修工事の実施となっていますけれども、これにつ

いて説明をいただきたい。

それと一昨年債務負担行為で議会に出てきまして今改修終わりましたね。それで今年

度何かまた改修されていますね。その総体的な工事費と、それからその内容ですね、ち

ょっと申しわけないですけれども。

●議長（稲井議員） 福祉課長。

●福祉課長（松見課長） ただいまの厚岸町社会福祉センターの増改築事業の関係であり

ます。今般の工事は、平成15年度に大規模改修を行った後の２次目の増改築となってお

りまして、平成15年度の事業費は１億2,151万6,500円でございます。

平成16年度の事業でありますけれども、増改築改修でありまして、6,706万4,000円の

事業費でございます。この平成16年度の内容でございますけれども、まずエレベーター

を西口、入口の西側に増設をし、同時に不足していた会議室を増設するものでございま

す。

なお、工期でありますけれども、平成16年度の事業となっておりまして、平成17年３

月18日着工、竣工が平成17年10月14日の予定となっているところでございます。

以上でございます。
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（ エレベーターの会議室の補修工事の内訳」の声あり）「

●議長（稲井議員） 暫時休憩します。

午前11時51分休憩

午前11時55分再開

●議長（稲井議員） 再開いたします。

福祉課長。

●福祉課長（松見課長） 大変貴重な時間をとらせて大変申しわけございません。

エレベーターの金額ですけれども、おおよそ1,000万円程度の機械となっております。

（発言する者あり）

●議長（稲井議員） 答弁漏れ。

●福祉課長（松見課長） ただいま着工しております工事が10月17日に竣工をし、現行計

画で考えている工事につきましては、すべて終了するという形になっております。

以上でございます。

●議長（稲井議員） 15番。

●佐齋議員 今の答弁で、その後終わるとこの増築改築工事のこれはもうないということ

ですね。今の段階では。

それとですね、エレベーター総工事費で1,000万円、6,700万円のうち1,000万円という

ことですけれども、これは外に上物をつくって、それで結局２階まず上がるエレベータ

。ーをつくるということでしょう。したから結局こういう金がかかるということでしょう

だけど1,000万円の、結局あれは人数的にはどのぐらいの人数乗るんですか。

●議長（稲井議員） 福祉課長。

。●福祉課長（松見課長） 申しわけございません。エレベーターは11人乗りでございます

●議長（稲井議員） 15番。

●佐齋議員 11人乗りと、それだけのエレベーターが必要なんですか、あそこには。１階

から２階へ上がるのに。ということはですね、たしか宮園公住もあれは５階まで上がっ

てもそんな人数ではないですね。だけど１階から２階に上がるのに、最初のたしか前に
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出た説明では車いすを結局２階に全部持っていったから、車いすで障害者が上がるのに

大変だということでもって、車いすを上げるのにあれするんだとなれば、さっき名前を

出した秋田歯科さんにもありますね、エレベーター。あれ大体250万円かければできるは

ずなんですよ。私も個人的に頼まれましてね、見積もり出したことがあります。民間の

うちでもって。大体人が乗って、車いすで乗って、１階から２階くらいまで大体250万円

程度でできます。

それから、釧路の医師会病院へ行ってきました。行きましたら、あそこも今改築され

まして、今までの１階が地下になりますね。それから上の方に今度もとの開発の方から

回るのが今度１階になります。あれには立派なエレベーター。しかし、１階から２階に

上がるのに本当にガラス張りの車の滑車が見えまして、簡単に両端あくようなエレベー

ターがついている。金額は幾らか知りません。そのような簡単なエレベーターもあるん

ですよ。

だけど何でここで11名乗れるようなですね、6,000万円をかけたようなエレベーターが

必要なのかと。これは課長に言ってもね。これは役員会でもって決まったことで、結局

町のね、結局それは債務負担行為が来るんですから、町民の借金なんですよね。

今、町長いつも言う、財政が大変だ、厳しいと言っているときに、何か人様の金をあ

れしてやるような感じでもって、そういう11名のエレベーターなんてどうしても必要だ

ったのかというようなことなんですよね。その辺はどうなんですか。

●議長（稲井議員） 福祉課長。

●福祉課長（松見課長） 福祉センターにつきましては、平成15年度に大規模改修を進め

た際、エレベーターを設置することができなかったわけでありますけれども、その間非

常に利用者に多大なご不便をおかけし、なかなか使用しづらい福祉センターであったと

いうことで、福祉センターは中央に２階に上がる階段がございます。そこの階段の利用

は非常に負担になる方の利用が多くなってくると。２階には従来１カ所しかなかった関

係で今般エレベーター、と同時に階段もつくわけですけれども、２カ所設置利用可能に

なったわけであります。

そこで、エレベーターですけれども、現在の社会福祉協議会の利用に当たっては、や

はり障害のお持ちの方々の利用もございますし、そういった面では車いす等の利用もあ

ります。

なお、さらに同時にエレベーターを利用するということも当然考えられるわけでござ

いますので、やはり余裕を持ったエレベーターが適切ではないかなというふうに思って

おります。

●議長（稲井議員） 終わりましたよ。あるんですか。

特に、それでは。

●佐齋議員 申しわけないです。

確かに課長が言うのわかるんです。だから、私言うのはですね、例えば11名、それで



- 30 -

つくるときにそれであれば障害者が不便であれば、上に持っていかなくてもせっかく改

築するんで、下にそういうのを置いておいて、健常者が２階へ上がるという形でつくっ

た方がよかったんじゃないですか。むだな金をかけて、11人分の1,000万円もするようエ

レベーターをつける必要があったのかということなんですよ。

それとですね、これあと言いません。宮園公住のエレベーター、たしか建設課長、い

ないかな、わかるはずなんですけれども、こんな1,000万円もしていませんよ。宮園の５

階建てのエレベーターは。５階まで上がるエレベーターをつけている、1,000万円かかっ

ていませんよ。それがたった２階に上がるのに何で1,000万円も、この倍ぐらいのエレベ

ーターが必要なのかということなんですよ。そういうことです。

●議長（稲井議員） どなたが答弁するんですか。

福祉課長。

●福祉課長（松見課長） 今回の改修工事に当たっては、当然町との事前協議のもとに進

められてございましたけれども、そういった内容につきましては、最終的には社協理事

会の中でご検討されてきたことでございますので、ご理解いただきたいと思います。

●議長（稲井議員） 他にありませんか。

（発言する者なし）

●議長（稲井議員） なければ質疑を終わります。

これをもって報告済みといたします。

昼食のため休憩いたします。

再開は午後１時とします。

午後12時03分休憩

午後１時00分再開

●議長（稲井議員） 本会議を再開いたします。

●議長（稲井議員） 日程第15、報告第９号 株式会社厚岸味覚ターミナル経営状況説明

書の提出についてを議題といたします。

職員の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

まちづくり推進課長。

●まちづくり推進課長（福田課長） ただいま上程されました株式会社厚岸味覚ターミナ

。ル経営状況説明書の提出についての提案理由及びその内容について説明を申し上げます

本報告は、株式会社厚岸味覚ターミナルに厚岸町が２分の１以上が出資しておりまし
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て、地方自治法第221条第３項に規定する普通公共団体の長の調査等に対象になる法人と

いうことであるため、地方自治法第243条の３第２項の規定により、その経営状況を説明

する書類を提出するものでございます。

説明する事項は、１、平成16年度営業報告と決算、２、平成17年度営業計画と予算で

あります。

別に配付しております報告第９号 株式会社厚岸味覚ターミナル経営状況説明書によ

り内容を説明いたします。

この説明書の１ページからは営業報告書であります。第12期、平成16年４月１日から

平成17年３月31日までの事業期間に関するものであります。

２ページをお開きください。

最初に総括事項でありますけれども、旅行者の動向につきましては、韓国を中心とす

る海外旅行者の大幅の増加や沖縄人気、さらには大型台風などの本道襲来など、自然災

害等の影響により北海道への旅行会社の総客が激減したとしております。

その影響は当館にも及んだと考えられ、旅行会社が関与する入館者が前年に比べて22.

8％減少、一般入館者についても１割以上の減少が推計されるとしております。こうした

入館者の大きな減少は当然売り上げにも影響し、前年比9.7％の減少で、２億2,700万円

余りにとどまって、過去最低の売り上げとなり、その結果、ここ数年わずかながらも利

益を出していた収支が平成16年度では一転して500万円を超える損失を抱える結果となっ

たものであります。そんな中でも道の駅人気満足度ランキングでは、前年度から大きく

ランクを上げて、全道を84施設のうち、第６位の評価を受けるという明るい話題もあっ

たとしております。

今後の営業戦略として、北海道をめぐる旅行者が減り続ける中、町から攻めの戦略へ

の転換が必要だというふうに結んでおります。

次に、総務事項につきましては、記載のとおりでございますので、説明を省略させて

いただきます。

次、４ページでありますが、４ページは平成16年度月別入館者集計表であります。旅

行会社が関与する入館者は平成14年度が7,385人、平成15年が5,564人、平成16年度では4,

297人、平成14年から15年まで24.7％の減、平成15年から16年度では22.8％の減というこ

とで、大幅に減っておりまして、平成16年度では4,297人となったのが特徴的な傾向であ

ります。

一般入館者については、昨年、平成16年４月からこれまで手動により計測をしていた

入館者数を玄関に備えつけたセンサーによるカウントに方法を変更したため、推計の域

を出ませんけれども、５月や７月などの入り込みが前年より大幅に減少したと見られて

おります。

次に、５ページからは決算報告書についてであります。

事業期間は平成16年４月１日から平成17年３月31日までであります。

６ページをお開きください。

まず貸借対照表についてでありますが、資産の部では流動資産で売り上げの減少によ

り、棚卸資産が前年度比23.9％と大きく減少し、固定資産では有形固定資産の償却が進

んでおり、資産合計では前年度比7.2％の減少になっております。
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また、負債におきましては、前年度と比較して大きな増減はありませんけれども、負

債合計では前年度比3.7％の減少になっております。

資本の部につきましては、前年度までの利益剰余金が368万4,924円を全額当期純損失

に充当し、なお不足する額165万7,153円が生じたため、資本合計では資本金の額を割り

込む結果になっております。

７ページをごらんください。

損益計算書ですが、売上高は前年度比9.7％減の２億2,707万3,265円、売り上げ原価は

前年度比9.4％減の１億2,229万9,005円、売上高から売り上げ原価を差し引いた売り上げ

総利益は１億477万4,260円で、前年度比9.4％減となっております。

一方、経費でありますが、販売費及び一般管理費は１億1,162万7,493円で、８ページ

にその内訳をお示ししているところでございます。参照していただきたいと思います。

売り上げの減少をカバーすべく経費の節減に努め、経費では対前年度比4.5％の減額と

なりましたが、685万3,233円の経常損失となり、法人税等を加えた当期純損失は534万2,

077円で、前期繰越利益を充当しても、なお不足する165万7,153円が未処理損失となりま

した。この損失の処理につきましては、９ページにお示ししておりますが、次期繰越損

失として処理されたのであります。

次、10ページですが、10ページは部門別収支計算書でありますが、営業利益という欄

が下から５段目と申しますか、経費合計の下に営業利益という欄がございます。この営

、業利益で申し上げますと、レストラン部門では324万5,515円で、対前年度比81.2％の減

、魚介市場部門では444万4,593円で、対前年度比27.4％の減、喫茶部門では152万170円で

対前年度比56％の増、展示販売部門では155万2,622円で、対前年度比10％の減となって

おります。

11ページにつきましては、監査報告書であり、説明書を割愛させていただきます。

12ページからは営業活動計画第13期でありまして、平成17年４月１日から平成18年３

月31日までの期間とする活動計画でございます。

13ページの営業活動計画の概要では、旅行者の動向について、愛知万博に旅行者の吸

引力があり、その影響力を大きく受ける厳しい年になると分析しております。そのため

来館を待つ守りの営業から攻めへの営業への転換が必要だとして、通信販売の強化と顧

客のデータベース化によりリピーターの獲得を目指し、経費の圧縮にも努めるとしてお

ります。部門別では展示販売コーナーで購買意欲をそそる陳列の検討と通信売買用の魅

力あるセット商品の開発、魚介市場及び炭焼あぶりやでは、地元でとれる山菜などを組

、み合わせた通信用セット商品の開発、産地が明確な「カキえもん」を活用した販路拡大

営業が好調な喫茶コーナーでは売れ筋のソフトクリームに北海道らしさを加えるととも

に、持ち帰りできる商品の開発についても検討をするということにしております。

レストランではメニューの大幅な見直しと手軽に食べられるメニューの追加、カキ以

外の地元食材を活用した厚岸町ならではのメニューづくりを検討するなどとうたってお

ります。

次、14ページでありますが、14ページは部門別収支計画書でありますが、厳しい状況

ではありますが、売上額を平成16年度実績並みに設定し、経費の圧縮をさらに進めて収

支の均衡を図ろうとする内容であります。
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以上、経営状況説明書の内容をかいつまんで申し上げました。

ご審議の上、ご承認を賜りますようお願いを申し上げます。

●議長（稲井議員） これより質疑を行います。

（発言する者なし）

●議長（稲井議員） なければ質疑を終わります。

これをもって報告済みといたします。

●議長（稲井議員） 日程第16、これより一般質問を行います。

質問は通告順によって行っていただきます。

初めに、３番、南谷議員の一般質問を行います。

３番、南谷議員。

、●南谷議員 まずもって６月14日、無投票で再選を果たされました若狹町長に対しまして

心よりお祝いを申し上げます。まことにおめでとうございます。

さらには本日、７番、中屋議員におかれましては、10年表彰の受賞、そして17番、佐

々木議員におかれましては、初議会の出席ということで、おのおの心からお祝いを申し

上げる次第でございます。本当におめでとうございます。

先ほど厚岸町のかじ取り役として、２期目に向けての熱意に満ちた執行方針をお聞き

いたしました。また、立起に当たり、この書類でございますけれども、厚岸町のために

一生懸命いい仕事をしたい、これをキャッチフレーズに10大政策を発表なさっておりま

す。

そこで、私は本定例会に当たりまして、さきに通告書に基づきまして、２期目に向け

ての若狹町長の町政執行についてお尋ねいたします。

公約では、10大政策を掲げておられますが、５点について次期の４年間でどんな仕事

に着手されるのか、具体的に簡潔に本音でお示しをしていただきたいと存じます。

まず、第１点目でございます。厚岸町の確かな明日をつくります。これで、アとして

共通の仕事の広域化の可能性を探られますが、具体的にどのような仕事をどうされます

か。

イとして、当面自主自立の行政運営を余儀なく推進されますが、肝心な合併問題はど

のように取り組んでいくのかお尋ねいたします。

２点目でございます。産業の強化に取り組みをされますが、ア、厚岸町の基幹産業で

ある漁業では、具体的に何に着手されるのでしょうか。

イ、商業、観光産業はどうされますか。

ウ、特に気にかかるのは建設、公共事業であります。町長も６月14日、真竜側の演説

、で公共事業の環境は厳しいものがあり、憂慮すべきことであると申されておりましたが

私も大変な課題が山積みされているなと認識をしておりますが、町長はこの公共事業関

係でどのようなお考えを持っておられるのか、お尋ねをいたします。
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３点目でございます。最近マスコミをにぎわすニュースに介護保険制度の財政難に起

因する制度見直しがあります。国はまさに歳入に見合った福祉の見直しを敢行しようと

しています。厚岸町の歳入も全く同様であります。このような状況下でどのように取り

組みをなされるのか、お尋ねするものであります。

４点目、厚岸町は町民から信頼される親切な役場体制の実現を１期目から取り組んで

こられました。私も全くこの取り組みについては同感でをありますし、役場づくりは人

づくりからと考えます。

そこで、まず１期４年間の成果についてお尋ねいたします。

イとして、今後どう職員の意識の徹底を図るのにどのような方法をとらるのか、お伺

いいたします。

さらには今後行政改革で職員を計画的に減らす長期推計を立てておられますが、人員

を削減して町民へのサービスはどのようになりますか。削減された人員の分、どうクリ

アされるのですか。

、５点目、女性が生き生きと活躍のてきる社会の実現に向けて取り組まれておりますが

ア、その具体策についてお尋ねいたします。

ロ、町民に対して４項目を挙げて取り組みをされますが、肝心な役場の女性職員につ

いては、この女性問題についてどのような方法でどう取り組まれますか。私は、町内の

中でも多く女性が働いている役場の中からこその改革が必要と考えますが、いかがでし

ょうか。

以上の５点についてお伺いし、第１回目の質問といたします。

●議長（稲井議員） 町長。

●町長（若狹町長） ３番、南谷議員の質問にお答えをいたします。

２期目の立起に当たり、公約として掲げた10大政策を今後４年間で主にどんなことに

着手するのか、具体的にお示しいただきたいとのご質問であります。

まず、厚岸町の確かな明日をつくりますという公約の中で、当面は自主自立の行政運

営を進めるとして、共通の仕事の広域化の可能性を探ると記述されているが、具体的に

どの仕事をどうされるのかということでありますが、今後新たな施設を計画し、国の交

付金を受けようとする場合、広域処理が前提となるごみ焼却処理事業、財政負担が厳し

く運営が困難になっている国民健康保険事業及び老人保健事業並びに介護保険事業につ

いて、事業管理経費の効率化を図るため、広域化について検討が必要と考えており、周

辺自治体の首長にも積極的に働きかけてまいります。

次に、合併問題はどうされるのかという質問についてですが、北海道は国が５月31日

付で告示した自主的な市町村の合併を推進するための基本的な指針に基づき、平成18年

度の早い時期までに合併推進構想を策定し、公表するとしています。国の基本的指針に

よれば、構想対象市町村の組み合わせの条件として、おおむね人口１万人未満を目安と

する小規模な市町村を挙げており、釧路町を除く隣接町がこれに該当するとともに、本

町においても将来的には１万人を割り込むことが必至の情勢にあり、将来的に合併は避

けて通れない課題と考えております。
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産業の強化にかかわるご質問のうち、漁業では資源の増大対策と適正な漁場管理が重

要であり、各種漁場の造成を継続するほか、昆布漁場改良事業を初めとする厚岸漁業協

同組合の単独事業を支援してまいります。

また、主要魚介類の総合的な衛生管理対策の導入、生産履歴などの追跡調査が可能な

手法の導入とブランド化などを主要な課題として、その実現に努めてまいります。さら

には水産物供給基地にふさわしい漁港整備につきましても、国に強く働きかけてまいり

ます。

商業、観光の分野においては、引き続き少子高齢社会に対応し、にぎわいと便利さを

感じる湖南の中心市街地をイメージし、松葉町通りの歩道や照明を整備するほか、駐車

場やトイレなど必要最小限の都市施設整備を行いながら、商店街がみずから行うサービ

スやシステムの改善、活性化を協働の取り組みとして支援してまいります。

また、購買力の町外流出の流れを食いとめるため、本町が持つ農水産物や地場産品、

自然、景観、天然資源、人材、技術など、多様な資源について本町の中で有機的なつな

がりを持たせて循環を高めることにより、町民に愛され、使われる独自の商品やサービ

スをつくり出し、新たな需要関係の構築と地域雇用の創設に努力してまいります。

観光の分野においては、厚岸道立自然公園の国定公園昇格運動を強化し、これと連動

した施策の展開に努めてまいります。

また、旅行者を大自然に案内する仕組みづくりや抱負な食材を地元で手軽に堪能でき

る店づくりなどを旅行業者、生産者、飲食業者、宿泊業者、ガイドボランティアなどが

有機的に連携することにより、厚岸町らしい体験観光のメニューの開発が検討されなけ

ればならないと考えております。

行政としては、関係団体の調整役としてかかわることにより、経済の地域内循環を高

め、安定した雇用の創出につなげていきたいと考えております。

建設公共事業については、本町の生活基盤や生産基盤の整備や他の地域と比べてまだ

まだおくれており、公共事業の導入は必要不可欠であります。厳しい財政状況下ではあ

りますが、特定防衛施設周辺整備調整交付金などを有効に活用しながら、緊急度や事業

効果を見きわめながら実施してまいります。

次に、厳しい財政状況下で、福祉事業はどうなるのかというご質問ですが、厚岸町財

政自立シミュレーションでもお示しのとおり、保育所の統廃合、心和園デイサービスセ

ンターの法人化、または民間委託などを検討してまいりますが、それでも財源が捻出で

きない場合は利用者の負担増をお願いしながら、サービス水準の低下を極力抑制してい

く所存であります。

次に、町民から信頼される親切な役場体制の実現に関するご質問でありますが、幸い

、１期目の４年間で町職員の意識は変わりつつあります。親方日の丸的な発想が影を潜め

住民の立場に立って考える風潮や民間の経営感覚を町づくりに取り入れる気風が見られ

るようになりました。これからは町職員には住民の中に溶け込んで活動する能力や住民

の意見や要求を政策としてまとめ上げる調整能力が求められており、そのための訓練や

研修を重視する必要があります。また、協働の取り組みを発展させるためには、住民の

側にも調整能力のある人材の養成が不可欠と考えております。

次に、行政改革による町職員の計画的な減員により町民サービスはどうなるのかとい
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う御心配についてでありますが、協働の取り組みを発展させ、官と民の役割分担を見直

す、つまり今まで役場が行っていた行政サービスの一定部分を個人や地域コミュニティ

ー、あるいはＮＰＯや企業が担うことで、全体のサービス水準を低下させないという手

法が考えられます。

、既にその取り組みは始まっておりますが、近年の財政状況の悪化の速度を考えますと

これをできるだけ短い期間になし遂げることが必要と考えております。

最後に、女性の活躍できる社会の実現に向けた取り組みについてのご質問ですが、具

体的に町の計画づくり、政策、方針決定にかかわる各種審議会、委員会等への女性の積

極的な登用を実現させてまいります。

また、仕事と育児の両立が果たせるよう、次世代育成支援行動計画に基づき、乳幼児

の一時預かりや一時保育施設の設置を検討するとともに、従来からの児童館、子育て支

援センター、通常保育の継続により支援してまいります。

役場女性職員につきましても、仕事と育児の両立が果たせる職場環境の充実が求めら

れますし、男性職員、女性職員を問わず、役付や管理職などの重責を担える人材の養成

にも意を注がなければならないと認識をしております。

以上でございます。

●議長（稲井議員） ３番。

●南谷議員 再質問をいたします。

１点目のまず合併問題についてお尋ねいたします。

昨年の12月だと記憶しておるんですが、13番、菊池議員の質問に答弁をなさっておら

れたと記憶しておりますが、私も相手があることで、相手を尊重しながら取り組まなけ

ればならない合併問題、大変デリケートで困難なことであると認識をしております。

自立の町づくり、そして広域での事業に着手されることは十分理解できますし、その

ための努力を惜しまず、取り組んでおられること、取り組んでいかれようとすることは

、良策と考えます。しっかりと取り組みをしていただきたい。そして、合併問題について

もっともっと町長として前向きな取り組みは必要ではないでしょうか。

合併問題について、十分な調査、研究を重ね、厚岸町としてのプランを私は持つべき

だと考えます。厚岸町に隣接の町村は釧路町、標茶町、浜中町があります。さらには弟

子屈町も視野に入れた合併についてどのような協議をしたりしていくべきか、場面によ

っては厚岸町発で呼びかけが必要と考えますが、いかがでしょうか。

国・道の動向を見定めることは大変大事なことでありますが、町長がリーダーシップ

を発揮され、この合併問題について、厚岸町がどうあるべきかを起点に、積極的に果敢

に取り組みをすべきと考えますが、いかがでしょうか。

２点目でございます。産業の取り組みの関係でございますが、漁業についてでござい

ます。非常に簡潔に書いてあるんですけれども、そこでお尋ねいたします。まず漁港づ

くりでございますが、この第三種、一種の厚岸漁港、これらの厚岸漁港に対します浜の

皆さんの思い、例えば漁船漁業であれば、荒天時の静穏区域の確保、これらは長年の悲

願でございます。漁船漁業の漁業者にとりましては。こういった問題や、また苫多門静
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の皆さんからは門静漁港の早期完成の声が非常に多くあり、皆さん待望しているところ

でございますが、これらの問題について、町としてこの４年間、どのような取り組みを

されるのでしょうか。

また、沿岸漁業者にとりましても従来から潮通しの課題があります。これらの問題も

あって、先ほど申しました漁船漁業者の、漁船の荒天時の静穏度の確保がなかなかでき

ないできた。これらの問題についてどのような取り組みをなさっていかれるのか、お尋

ねいたします。ぜひ浜の声を十分反映させて、浜が利用しやすい漁港づくりを私は目指

していくべきと考えますが、いかがでしょうか。

さらには、厚岸町の漁業で一番多くの組合が携わっておられる大宗漁業の昆布漁業に

ついてですが、先ほど昆布漁場改良事業についてもしっかり取り組みをしていただける

ということでございます。今後もしっかり町として取り組んでいくべきと考えます。

さらには今日昆布の販売を取り巻く状況は、中国、さらにはロシアからの半製品の輸

入で価格が非常に低迷してきております。これらの問題を打破するには生産者がみずか

らが組合、または昆布というのは管内５単協で共同値決めをしているから、５単協レベ

ルで、２次加工や３次加工をし、付加価値を高めることが必要な時代背景になってきた

のではないのかなと考えますが、この辺の動向について、組合などの動向、町としてど

のようにとらえておられるのでしょうか。

また、昆布生産者のＨＡＣＣＰ対応についてでございますが、浜ではこの昆布

のＨＡＣＣＰ対応についても非常に関心度が高まってきております。町としてはこの昆

布漁業者、昆布生産についてのＨＡＣＣＰ対応をどのようにとらえておられるのか、お

尋ねいたします。

次に、国定公園昇格運動でございますが、町長は以前漁業生産活動に影響を及ぼさな

い、支障を及ぼさないような方法で理解を得ながら取り組んでまいりたいということを

強調されておられましたが、実際に生産者の皆さん、漁業者の不安の払拭はどのように

取り組んでいかれるのか、その手順と方法についてお伺いをいたします。

また、国定公園を推進するに当たり、この４年間で町と役場の動向はどんな取り組み

をなされるのか、お尋ねをするものであります。

さらには建設公共事業の取り組みについてお尋ねいたします。

建設公共事業は、厚岸町の産業の一角をなす産業と私は認識をしております。以前に

も私は質問をさせていただきましたが、財政難で一番影響を受けていると思っておりま

すので、再度お尋ねいたしますが、教育関係と上下水道、真小建設事業などを除いた事

業費の関係でございますが、平成15年度実績と平成17年の予算を比較するとどのような

数字になっておられますか。国・道の事業が縮小されていますし、長期財政推計を見て

も厳しいものがあります。本当にこのままでよいのでしょうか。改めてこの事業の取り

組み姿勢についてお尋ねをさせていただきます。

４点目でございます。

町民から信頼される役場体制について質問をいたします。

若狹町政誕生以来、町民へのサービスの向上が見られ、自立する町づくりに取り組む

姿勢が顕著になっているは私は思います。ここに来て給与の１割カット、人員が削減さ

れ、町民へは従来と同様のサービスの提供を求められる。さらには歳入不足によって、
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各事業が縮小、経費の削減に努めなければならない。町民からは多くの要望にこたえら

れないストレス、そして国や道は仕事を町へ移管し、事務のボリュームはますます増大

をしてきております。このような状況下で、職員も気力が低下してきていると私は感じ

ますが、いかがでしょうか。

私は一番元気のよいのが町長であります。町長みずから範をなし、声がけやあいさつ

をきちんとされ、活力のある町づくりに邁進している姿は敬意を表するところでござい

ますけれども、職員全体にまだまだ至っていないと感じます。もっと職員に目を向ける

べきではないでしょうか。

職員の先ほど研修制度、これらについての取り組み、それでは具体的にどのような研

修をして取り組んでいくのか、また業務の執行体制の連携の強化や町としての将来の方

向性を明確にするなど、やはり町長として取り組む課題は多くあろうと思いますが、い

かがでしょうか。

。さらには議会での議論をどれだけ職員の皆さんが実際に聞いておられるのでしょうか

、議会は少なくとも私は町の声を反映するものであり、職員が仕事をしながらでも聞ける

見られることが可能な職場環境づくりが必要と考えますが、いかがでしょうか。

。次に、職員を減らして町民へのサービスは本当に先ほどの説明で十分なのでしょうか

私は、町民は不安を感じると思います。先ほどの言われたような事業展開は必要だと思

いますし、ぜひ取り組んでいただきたいと思います。

さらには民営化やそれぞれ視野に入れて取り組まれることも方法かもしれません。こ

の４年間で本当にどの部分をどう行っていくかのビジョンづくりが必要と考えますが、

いかがでしょうか。例えばですね、職員が不安に思う心の一つには、建設課で抱えてい

る作業所というんですか、これらの問題も民営化する方が望ましいという考えもあろう

かと思いますが、そこに勤めている方々にすると、自分の将来はどうなるんだろうと不

安に思うと思います。この作業所の関係につきましては、私の判断するところ、町がこ

れだけ町民の多くの要望を抱えていく部分では、むしろ直轄でそういう事業を展開すべ

きなのかな。問題は経費の問題だろうと、私のような考えを持つ人もあろうかと思いま

す。しかしながら、しっかりと多くの考えを集約されて、ビジョンをつくっていかなけ

れば、職員は右往左往するんじゃないでしょうか。ビジョンづくりに努めていくべきと

考えますが、いかがでしょうか。

５点目でございます。

役場女性職員についてお尋ねいたします。

私は、女性課長登用ぐらいの職場環境づくりが必要と考えます。もちろん政策的な登

用ではなくて、女性もしっかりと頑張っていただき、実力でその職を全うできる気骨が

必要だと考えます。私が感ずるところ、女性課長登用や職場の中において、まだまだ町

としての職場環境が整っておらないように感じますが、町長はどのようにとらえ、これ

からどのような方策をとられるのでしょうか。

以上を質問させていただきまして、２回目の質問とさせていただきます。

●議長（稲井議員） 町長。
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●町長（若狹町長） 数多い再質問いただきまして、もしか質問に欠ける点がございまし

たらばご指摘をいただきたいと思います。

まず、合併問題でございます。ご指摘ございましたとおり、今日の地方分権時代を迎

えて、さらにはまた21世紀の将来に向かっての行政のあり方、今日、大分難しい時代に

。私は差しかかっていると思っております。それが何といいましても合併問題であります

しかし一方、北海道にありましては、道州制、市町制度の見直し討論があります。すわ

なち自治体が大きく変わろうという時代であります。

町長といたしましては、そういう将来を見据えての行政の運営をしていかなければな

らない、当然のことであります。厚岸町といたしましても、合併につきましてはご承知

のとおり過去におきましては、３町ないしは４町合併研究会を設置いたし、近隣町村と

協議を重ねたわけであります。しかしながら、合併までは至らない、旧法の中での合併

を私は目指しておったわけですが、そういう結果であったわけであります。本年度から

は新法に基づく合併の課題になっておるわけでもございます。

先ほどもお話をいたしましたが、既に国の構想対象市町村の組み合わせとして、おお

むね人口１万未満を目安とする小規模な市町村については、積極的に合併の対象にする

と言っても過言でない国の方針が打ち出されたわけであります。一方、知事の権限が極

めて強くなりました。合併に対して勧告、あっせん、調定ができるようになったわけで

あります。

そこで、平成18年に北海道としても合併のあるべき構想を打ち出すということで、今

検討中であります。また、我々全道町村会にも北海道からどうあるべきかという申し出

がございます。釧路支庁町村会においても、それに基づいていろいろとこれから協議を

重ねる予定にもなっておるわけでありますので、私といたしましても、その中で積極的

にご意見を申し上げてまいりたい、そのように考えます。

なおまた、ここで先ほど広域行政の話がございました。私といたしましては、近隣町

村が広域合併を進めることが合併につながるのではなかろうかという疑義が持たれるよ

うでは困るわけであります。私といたしましては今日の行財政、そしてまた権限移譲の

、中での自治体のあり方という中で広域行政を推進いたしたいということでありますので

この点は、私は広域行政と合併問題については切り離して、これからいろいろと近隣町

村と協議を重ねてまいりたい、かように考えております。

産業につきましては、担当課長から答弁をさせます。

続いて、国定公園の昇格の問題であります。私の考えは変わりません。といいますの

は、なぜ国定公園化にするかということであります。やはり厚岸町のプラスになるから

であります。マイナスになるようなことはしません。そのマイナス点は何かといいます

と、一部の漁民から出ております規制が強化されるのでなかろうかという心配があるわ

けであります。既に厚岸町といたしましても釧路支庁ともども漁民と２回の協議を持っ

ております。しかしながら、その不安にはまだご理解をいただいておらないわけであり

ます。町長といたしましては、現行のままで公園化すると、何度もこの議場の中でもお

話をいたしておりますが、説得力が足りないのかどうかわかりませんけれども、残念な

ことにいまだに解決を見ておらないわけであります。

。そこで、今年の６月に厚岸道立自然公園国定公園化連絡会というものをつくりました
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これは釧路支庁長が会長であります。３町の首長、並びに関係団体、そしてまた国・道

の機関で構成をされておるわけであります。ここの中でも課題について、今規制の問題

等お話しいたしましたが、これらを詳細にわたって協議を重ねることに相なっておりま

す。

さらにはまた先般釧路支庁と漁業協同組合、厚岸町が漁業を取り巻く課題について協

議をさせていただきました。その中でもこの国定公園に伴う規制の強化についても疑問

点が漁組から出まして、支庁といたしましても早速これらの対応については進めてまい

りたいという前向きのお話をいただいておるところでもございます。

さらにはまた公共事業のことでありますが、数字をということでありますので、これ

は担当課長から答弁をさせます。

また、職場体制の確立であります。

おかげさまで若狹町政が町民から高く評価をされているとするならば、町長が立派で

あるからではないのであります。やはり若狹町政に対する理解をもって町職員が一生懸

、命私を支え、協力していただいた結果が４年間であったな、町民からの評価であったな

そのように町職員については、平素の公僕としての全体の奉仕者としての働きには高く

私は評価をすると同時に感謝をいたしておるところであります。

しかしながら、まだまだ町職員の意識改革を進めていかなければならない点があるわ

けでありますので、私といたしましては、これからも町政改革には積極的に取り組んで

まいりたい、そのように考えておりますし、また職員自体も先ほどの答弁でもお話しい

たしましたが、意識改革ができておる。また私自体考えておりますのは、協働の町づく

りということで、町民自体も意識改革をしていかなければならない。その前提は何とい

いましても町職員の意識改革であります。役場の職員が我々のために一生懸命頑張って

くれている、厚岸町のためによく働くというような評価があって初めて町民の意識改革

に結びつくわけであります。私といたしましては、協働の町づくりを強力に推進する中

で、このような町職員の改革を進めることが当然である、そのように考えておりますの

で、ご理解をいただきたいと存じます。

また、女子職員でございます。女子職員の、厚岸町の一般職員の合計、全体で308人お

ります。そのうち女性は41.88％、129人が女子職員であるわけであります。女子職員の

、公務に占める割合は大変大きくなっておるわけでございます。女子職員の能力の発揮は

町民サービスの向上に大きな力になるものと考えております。したがって、女性職員の

能力が発揮できる職場環境をつくっていくことが大切であることは当然であり、男子職

員同様、女子職員も職務遂行能力に応じて、昇進を行っていくことがこれは考えていか

なければならない、そのように考えておりますので、先ほどの質問については、私も同

様の考えでおりますので、ご理解をいただきたいと存じます。

●議長（稲井議員） 産業振興課長。

●産業振興課長（大崎課長） 私の方からは、漁業関係のご質問にお答えしたいというふ

うに思います。

漁業関連では南谷議員の方からは漁港づくり、それから昆布の消費流通、それから昆



- 41 -

布のＨＡＣＣＰ対応という、地域ＨＡＣＣＰ対応ということで一応３点だと思います。

まず、漁港づくりの関係でありますけれども、厚岸漁港、とりわけ静穏度が問題にな

っているということで、それと門静漁港、さらには利用しやすい漁港ということで、ど

ういうふうに取り組むのかというお話でございます。

漁港につきましては、現在国、北海道開発局が昨年の６月に北海道マリーンビジョン2

1というのを策定したわけであります。このマリーンビジョン21というのは、北海道の水

産業と漁港漁村の21世紀の将来像を踏まえた長期的構想という位置づけがされでござい

ます。それで今度開発局ではそれを地方版といいますか、地域のマリーンビジョンとし

て漁港を持つところはそれを取り組みなさいと。構想をつくって国に応募しなさいとい

うことになりました。

モデル地区に対してはメリットといいますか、そういったものが３つほどございまし

て、技術的な助言と必要な情報提供を行うことと、それから必要な調査支援を行います

よと。それから３点目が当該のマリーンビジョンにかかわる第三種、第四種、そういっ

た漁港を持つところの水産基盤整備を重点的に推進しますよというメリットがございま

す。

なぜこういうことになったのかということでありますけれども、国も御多分に漏れず

財政難ということで、港湾を所管します開発局も例外ではございません。これもあれも

という時代から、これかあれかということで、水産を核とした将来構想のないところに

国費の投入はしないという方針となったわけであります。必然的に厚岸町といたしまし

ても構想をつくって、そして水産を主体とした将来の地域づくりを積極的に行うべく、

構想づくりを始めたということでありますので、構想づくりは最初漁業者からのいろん

な形で意見を聞くことから始まりまして、昨年の12月にこの構想の策定委員会というも

のを立ち上げまして、さらには地区協議会といいまして、この策定委員会の上部組織と

いうふうに位置づけて、その２つの委員会を立ち上げてございます。

、この構想づくりについては、既にもう策定委員会については３回開催をしていまして

７月の来月の末をめどにこの策定委員会を終えて、国の方に指定に向けて申請を出すと

いう順序になってございます。

構想の中身なんですけれども、単に漁港ありきということではなくて、例えば水産業

の振興の課題、それから地域活性化の課題、そして漁業基盤の課題と、そういった課題

をまず見出しまして、その現状と課題を提起いたしまして、厚岸町が今後水産を通して

。どう発展をしていくのかと、そういうことでその発展にいかにして結びつけていくかと

そして結果としてこの漁港整備がそれについてくると、そういった構想の考え方で、現

在策定中でございます。それらの構想の中身が国に認められますと、こういった議員ご

質問の厚岸漁港の静穏度の対策、さらには門静漁港と、そういったものが前に進んでく

るんではないかというふうに考えてございます。

それから、２点目の昆布の消費流通の関係でありますけれども、釧路管内の昆布の産

地で釧路昆布普及協議会という組織がございまして、これは釧路の漁連が事務局を持っ

ているということであります。これまでの取り組みについては、全国的な展開として、

例えば北陸、それから関西、東海、これらの地区に昆布の取り扱い商社との懇談、ある

いは道内では札幌市、それから本州では首都圏の東京を中心とした首都圏に普及宣伝活
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動を行っていると。これについては漁連、あるいは各単協、各組合から担当者が出向き

まして、それらの宣伝活動を現在行っているという内容でございます。

それから、３点目の昆布のＨＡＣＣＰ対応の関係でありますけれども、これも漁連を

中心に昆布製品の品質の向上を目指して、今現在取り組みを行っているところでありま

す。クレームのない商品提供ということを目指しまして、これについてはメーカーの要

望がございまして、乾物とはいえ昆布についても安全、安心を消費者に提供すると、そ

ういった義務がございます。

この安全、安心という、こういうものにつながりますと価格が向上いたしますし、さ

らには消費拡大につながってくるわけでありますけれども、この昆布の製品の中に例え

ば雑海藻が入っていたと。さらには釣り針が入っていた、それから時たま鳥の羽とかも

入っていた例があると。そういったことで、これらについては昆布干場に落ちていると

いうことであります。それが製品にまざってしまったと。さらには選葉する昆布倉庫に

。ついても髪の毛とかそういったものが入っているという、そういう指摘がございました

それで、昆布の検査協会としても、棹前昆布と、それから夏昆布の前に研修会、講習会

を開いたり、あるいは漁連でも品質向上の講習会を開催をしてございます。

組合としても、昆布倉庫の中で作業する場合の帽子を１漁家当たり２個までという限

定で配布をしたりして、そういったＨＡＣＣＰ対応に少しずつでも取り組んでいるとい

う内容でございます。

私の方からは以上です。

●議長（稲井議員） 建設課長。

●建設課長（北村課長） 私の方から建設公共事業関係で、平成15年度の実績と平成17年

。度の予算に対して数字でという形でご質問ありましたので、お答えさせていただきます

平成15年度の、特に土木工事関係等建築工事関係、合わせて平成15年度実績では50件

の５億8,770万6,000円がございまして、それに対し平成17年度の予算措置はといいます

と、土木工事、建築課合わせまして20件で、３億1,613万5,000円ですか。したがいまし

て、対比しますとおおむね30件、金額にして２億7,152万1,000円、平成15年対比でいき

ますと、46.2％ぐらいの落ち込みという数字になってきます。

特に建築工事関係でいきますと、公営住宅の工事がなくなったという、大きなそうい

うものもございます。全体的には公共事業の住民要望にとって、道路整備というのは自

分の地先のことですし、随分ございます。その中で有利な補助事業の展開という形の中

で今までも取り組んできておりますが、先ほど質問者も言われたとおり、国の方は国庫

補助金を交付金化したり、さらには北海道も含めて従来行っていた代行事業も含めて新

規着手はしないというような形の考え方の中で、非常に道の厳しい財政事情を背景に、

なかなか有効な事業展開が難しくなってきている。

そういう中では先ほど町長が答弁いたしましたように、特定防衛施設局の周辺調整交

付金事業を有効に活用したり、さらには第８条の民生安定の事業の取り組みをしていっ

たりと、そういう形の中で住民要望にこたえるように努力していきたい。非常に数字的

にはかなりの落ち込みがございます。ただ、内容によっては大型工事がだんだんとなく
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なってきているという部分もございます。有利を補助事業が展開できないという形で落

ち込んできている状況になっています。小さなある程度工事の中では、住民要望を十分

認識しながら、その中で緊要度のあるものから、とり進めていっているのか実態でござ

いますので、ご理解いただきたいと思います。

●議長（稲井議員） 税財政課長。

●税財政課長（佐藤課長） 補足的に説明させていただきます。

ただいま建設課長の方から、主に土木建築の建設工事について答弁がありましたが、

一般会計ベースでご説明させていただきたいと思います。

平成15年度の決算額で申しますと、いわゆる投資的事業につきましては、17億9,500万

円程度であります。平成17年度当初予算では、いわゆる投資的経費13億3,300万円の予算

計上となっております。減額としては４億6,200万円の減でございまして、率にしまして

25.7％の減というふうになっております。

質問の内容が、事前に私資料等をつくっておりませんでしたので、平成15年度の決算

。と平成17年度の当初予算ベースでのお話でございますので、ご理解賜りたいと存じます

●議長（稲井議員） 総務課長。

●総務課長（田辺課長） 私の方からは、職員の体制の関係について、補足の関係で説明

させていただきたいと思います。

南谷議員の２回目の質問の中で、提案的な形といたしまして、まず１点目、職員全体

にこの議会の様子、こういったものを知らせておくことがどうなんだというような提案

をいただいたところでございます。

ご案内のとおりこの議会の状況につきましては、議場にあるテレビカメラを通じたモ

ニターによって町民ホールのテレビで放映しているということは、ご案内のとおりでご

ざいますけれども、実はこのモニター関係、町民ホール以外にも事務所等々にあります

テレビ等々においてもモニターできると、こういう形になってございます。

特に、それぞれ所管する部分、例えばここでの一般質問の所管部分、こういったもの

については、やはり所管する担当部門においては、そのやりとりを聞き取っているとい

うようなことも現実的にございますし、こうしたやりとりの中ではこの議場の控え室の

方に職員が待機している。こういうような形をとらせていただいているところでござい

まして、そういった中で所管する部分については、特に担当の方では把握するように努

めているということがまず１点目でございます。

それと、会期中の部分をすべての職員がモニターするという形になりますと、やはり

いろいろな業務の遂行、こういったようなこともございまして、現実的には非常に難し

いというふうにとられてございます。所管する部分について把握に当たるということは

当然でございますけれども、そういった中でのここでの議会の論議された部分につきま

しては、当然それぞれここにおります所管の課長等々を通じまして、こうした話があっ

た、どう対応していくかという部分については、それぞれの所管課において対応策を議



- 44 -

会後に検討していくということがやられていることでございまして、そういった中で進

めさせていただきたいというふうに思います。

おっしゃるとおり、これからの少ない職員の中でやはり業務を進めていくと、大事な

ことは政策課題をいかに共有できるか、そうした中で対応できるかということにかかっ

てくるのかなというふうに思っておりますので、職員全体がそういう政策課題、情報を

共有しながら、新しいアイデアを持って取り組んでいけるような体制づくり、こういっ

たものについては、さらに取り組んでまいりたいというふうに考えておりますので、ご

理解をいただきたいと思います。

●議長（稲井議員） ３番。

●南谷議員 再々質問をいたします。

まず、２点目の漁業についてでございます。

長期ビジョンに立って漁港づくりを進めていきたいというご答弁だったんですけれど

も、私もう少し突っ込んだご質問させていただいたんですよね。荒天時の漁船漁業者の

、悩みである係船場所の確保のための漁港がどうなっていくのか、それから潮通しの問題

確かに長期ビジョンの中でどのような取り組み、そして浜の人たちの思いというんです

、か、この辺について方向性に触れて答弁としていただいていないので、この辺の考え方

この４年間でどうなっていくんだろうというものを明確にお答えをいただきたいなと感

じます。

それから、２つ目の昆布の付加価値の問題でございます。確かに課長の言われるとお

り、従来までは消流宣伝事業で、私の申しているのはそこまでは認識しております。し

かしながら、こういう時代背景ですから、組合として今後２次加工、とるだけではなく

て、厚岸町として、既に民間ではやられているんですけれども、生産者や組合、漁連を

通すかどうかは別にして、組合としての考え方、将来方向、どうなっていくんだろうか

と。私個人としては、こういう問題にも足を踏み出すべきではないのかなと、このよう

なとらえ方をしているんですけれども、もしこのような時代ですから、町としても、こ

ういう問題について政策的に取り組んでいってはどうなのかなという提言をさせていた

だきました。

それから、ＨＡＣＣＰ対応でございますけれども、ＨＡＣＣＰといいますとハードと

ソフトの部分がございます。確かに帽子を配っていく、いろんな浜の皆さん、直接今ま

でと違って、消費者に訴えていく時代ではなかろうかなと。そういう時代にあって、町

として当然組合が主たる指導体制を強化していくわけでございますけれども、組合とも

ども町として浜の昆布大宗漁業であるこのＨＡＣＣＰ問題について、私はソフトの面、

どのような取り組みをしていけばいいのか、これらについての踏み込んだ取り組みがこ

れから必要な時代にはなっているんではないかなと考えますので、この辺の取り組みに

ついてどうとらえているのか、再度お尋ねするものでございます。

次に、建設公共事業についてでございます。

先ほど建設課長の方からはお聞きしますと、平成15年と17年の予算と比較すると、件

数でマイナスの30件くらい、金額はたしか平成15年度は５億8,000万円くらいだったと思
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うんですけれども、今の説明ですと、これと対比して金額で２億7,152万1,000円の減、

比率で46.2％の削減率となっている。46％、大変な数字でございます。実際この業界に

携わっている皆さん、さらには沿岸の皆さんが働きに行っている方々の事業もそれだけ

減ってきている。それだけではないんですよね。実際に厚岸町の道路の舗装工事やそれ

ぞれ復旧工事を待ち望んでいる皆さん、これだけの46％落ち込んだ事業費、長期推計の

中でもなかなか明るいものが見えない。この辺の問題について、町としてしっかりと私

は取り組んでいかなければならない問題ではないのかな、かように考える次第でござい

ます。ですから、この４年間で何ができるのか、どうされるのか、しっかりとご答弁を

していただきたいと思います。

建設課長、本当に答弁が上手で、私は前にも質問させていただいたんですが、立て板

に水を流すようで、いつも財源難で善処してまいりますというご答弁でございますけれ

ども、再々質問で改めてこの問題にしっかりとどう取り組んでいくのか、お尋ねをさせ

ていただきたいと存じます。

３点目でございますけれども、総務課長さんの方からご答弁をいただきました。この

議会でのモニタリングというんですが、当然課長の言われるように業務の遂行上、全員

がこの議会の傍聴なり、テレビのモニターで見るということは大変難しいと思っており

ます。ですけれども、まさに課長、今答弁されておったんですけれども、所轄の課の皆

さんはその問題について、しっかりと待機をされたり取り組んでおられる。裏返します

と、他の課の影響のない課の皆さんは業務の中で業務に専念しているということを言っ

ているように感じるんですよね。全体で共有して取り組んでいかなければならない、ま

さにそのとおりだと思うんですよ。でもこういう取り組んでいくという物のとらえ方か

らすると、やはり業務を停止してまで議会の傍聴なり、そういうことは不可能かもしれ

ません。ですけれども、少なくとも時間に余裕のある方、それからそういう姿勢という

。ものを総務として指導体制をとっていくべきではないかと私は考えるものでございます

。さらには、多くの高校生や一般の町民が非常に情報館を重宝して利用されております

以前にもあったそうでございますけれども、この議会のモニタリングはなかなかできな

いない。この辺の関係についても、やはりせっかくの議会、貴重な皆さんのご意見、町

民を代表されている皆さんのご意見をしっかりと職員の皆さんもそうですけれども、町

全体に知らしめて理解をいただくべきだと思いますし、こういう時代だからこそ、そう

いうものにもついて、何も新品なものを取りつけなければならないということも僕は申

しているんでないんですよね。それそれ知恵を絞って安い料金でできるものであれば、

そういうことも含めて、前向きに取り組んでいくべきと思います。

以上をもちまして、再々質問とさせていただきます。

●議長（稲井議員） 町長。

●町長（若狹町長） 私から議会のモニタリングの関係をまず大事なことであります。一

課長の問題ではありません。若狹町政の問題でもあるということで、私からお答えさせ

ていただきます。

確かに情報公開、情報開示の問題、しかも時代は速いわけであります。本日の議場に
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ついて、議会の論議について、町職員にすべて把握をされるということは、これも大事

なことです。しかし、よく考えていただきたいと思います。今も町職員は仕事をやって

いるんであります。机に向かっているのであります。場合によっては現場に行っている

のであります。技術力を発揮しているのであります。ですから、議会だけの課題につい

ては、ここで十分に論議をし、そしてまた議会が終わった後、管理職会議というものを

行っております。そこで改めて今議会で論議されたものをいろいろと精査して、そして

直ちに担当の課長がその担当職員に周知を図ることにいたしております。

ですから、そういう点は大事なことなんですが、ほかの仕事がある。現実に机に向か

っていなければ、テレビばっかりを見ている人は、ただでさえ町民からすれば、休憩時

間にたばこを吸うと遊んでいる。また場合によっては資料をとるために新聞を見ている

と、新聞を見ている、何だというご批判も一部にあるんであります。ですから、そこは

ひとつ考えていただきたいと。そういう点で工夫はいたしますが、そういう実態にある

ということをご理解いただきたいと思いますので、私から答弁とさせていただきます。

●議長（稲井議員） 産業振興課長。

。●産業振興課長（大崎課長） 私の方からは漁業関係でご質問にお答えしたいと思います

まず、１点目に漁港の関係でありますけれども、この地区マリーンビジョン、厚岸版

のマリーンビジョン、今取り組んでいるところでありますけれども、昨年の秋から取り

組んでまいりまして、地域の方、あるいは漁業者の方、いろんな方からご意見を伺って

いるところであります。

それで、大体要望等まとまりましたので、策定委員会を立ち上げたわけでありますけ

れども、要は厚岸漁港として何が不足しているのかと、さらにはもっと利用のしやすい

ような漁港にするにはどうしたらいいかと、そういったことから、ご意見をお聞きしま

した。

局ではですね、余り漁港が前面に出るということではなくて、あくまでも漁港という

のは構想に対してついてくるというような形にしたいということなものですから、漁港

ありきという、あくまでもそういった構造にならないようにということでしたので、１

回目の答弁としてはそのような答弁をさせていただいたところであります。

ざっといいますと、外来船を仮に誘致するとすれば、漁港をどのような漁港にすれば

いいのかということであります。これまでのところで静穏度の関係で、例えば強い西風

が吹いた場合、非常に漁港を利用しづらいといった声がございましたので、それには一

、体、厚岸漁港をどのような形にすれば外来船が安心して船をとめることができるのかと

そういったことで、まずその要望を聞いて、その次に、次のステップとして課題が出て

くると。その課題の克服のためにはどうするのかということについては、国からの支援

といいますか、国からの協力が、お力をぜひともおかりをしたいと、そういった形に持

っていく。それがいわゆるマリーンビジョンということで、結局外来船を誘致していく

ことによって、たくさんの船が来るようになる。そうすると町の活性化の一つにつなが

ると。そういった構想をつくるということで、あくまでも厚岸漁港の静穏度対策、さら

には門静漁港といった門静地区の長い間の懸案事項と、この要望もこれらのマリーンビ
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ジョンができるというふうな構想を国に要望して、これが認められると、こういった前

。提のもとに前に進んでいけるということでご理解をいただきたいというふうに思います

、それから、２点目の消流の関係でございます。議員おっしゃるとおり、ＷＴＯの動向

さらにはＩＱ制度の堅持、非常に注目してございます。さらには中国昆布の半製品の関

係、これら漁民の動向非常に気になってございます。厚岸町の大宗の漁業でございます

ので、漁業者の考え方も聞きながら、組合とも意見交換をしていきたいというふうに考

えてございます。

それから、３点目の昆布ＨＡＣＣＰの関係でございますけれども、将来的には現在進

めてございます地域ＨＡＣＣＰの、地域ＨＡＣＣＰ、今現在サンマに限定してマニュア

ルづくりの準備を進めている状況でございますけれども、将来的にはカキ、さらには昆

布と、そういったものも含めて、クレームのない商品の提供ということを考えて、ここ

ら辺についても進めてみたいというふうに考えているところでございます。よろしくお

願いいたします。

●議長（稲井議員） 建設課長。

●建設課長（北村課長） 建設公共工事関係での、特に今後４年間に向けての取り組みの

姿勢という形でございますけれども、基本的には町長答弁したように、町の今厳しい財

政事情下の中においては、やはり有効な手法という形でいいますと、特定防衛施設局の

調整交付金というような95％充当という形なり、より事業展開というのをしやすい。し

かし、これも道路構造例に合わなければだめだという制約がございますけれども、比較

的何でも取り組みやすい。これは他の事業でも言えることなので、その中では全体の財

政厳しい中での予算の張りつけを緊要度に応じながら進めていく形の取り組みになろう

かと思います。

しかし、それ以外の方法としては、民生安定事業、これ防衛施設局なんですが、８条

でやるとか、これについては今年度町単独で一応事前調査費を持ちました。それで来年

以降はそれらを何とか事業採択に向けて、国のお金でさらにその線で事業展開していく

ことによって、比較的これについてはかなり大きな事業費も投下可能じゃないのかなと

いうふうに考えております。

それから、今年度の中で既に入札、これは終わっていますけれども、床潭末広間道路

の代行事業をやって、今年度町の方で舗装工事をする。これも１期工事の２キロを終わ

って、残り２キロはということでございますけれども、これについても北海道としては

今は新しく代行事業で新規は着手しないという形で方向を示されていますけれども、も

ともとは道道から町道に移管されたという経過も踏まえて、町としては今も開発予算要

望という形で、北海道の重点要望という形の中で、何とかその辺、当然町が認可を受け

て、道が代行する形でなりますけれども、町が単独で交付金事業でやれるような事業費

の投下で済まないような形の中から、その辺についても北海道に、是非、採択要求に向

けて、今後も努力していくという形で考えてございます。

したがいまして、最初の町長の答弁どおり厳しい財政状況下の中で、やはり緊要度を

、把握しながら、いろんな住民要望にこたえていきたいというふうに考えておりますので
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ご理解いただきたいと思います。

●議長（稲井議員） 以上で南谷議員の一般質問を終わります。

次に、６番、佐藤議員の一般質問を行います。

６番。

、●佐藤議員 平成17年の第２回定例会に当たりまして、さきに書面にてご通告の質問事項

並びにその要旨に従い、一般質問をさせていただきたいと存じております。

私からの質問に先立ち、無投票で２期目の当選を果たされました若狹町長には、この

場をおかりし、改めて当選のお祝いを申し上げたいと存じます。また、町政運営厳しき

時代に果敢に挑戦する姿勢につきましても、敬意を表したいと存じます。

さらには、同時に行われました議員の補欠選挙において当選されました佐々木議員に

つきましてもお祝いを申し上げる次第でございます。

さて、質問の本題でありますが、私は今回後発医薬品について何点か質問させていた

だきたいと存じます。

この問題につきましては、過去にも同僚議員からも同様の質問があったように記憶い

たしておりますが、その後の国の医療制度改革や医療のあり方が議論されており、古く

て新しいテーマであるとの観点から、取り上げたところでございます。

既にご承知のとおり病院で処方される医療用医薬品は２種類でありますが、１つは新

しく開発され、発売使用される新薬であり、先発の医薬品であります。もう一つは新薬

の承認発売後、再審査期間や一定の特許の有効期間が過ぎてから新薬と同じ有効成分含

量、投与経路、効能、あるいは効果等を備え、製造販売されるジェネリック医薬品、す

なわち一般的に言われる後発の医薬品でございます。

医薬品の開発や医療は目まぐるしい進歩であり、本格的な高齢化社会を迎えつつある

今日、増大する医療費が大きな問題であり、医療費の自己負担も家庭を圧迫しておりま

す。新薬と後発品をバランスよく用いることにより、高騰する患者の皆様の医療費の自

己負担を和らげることが可能と考えることから、町立病院での後発医薬品の利用につい

てお伺いをいたしたいと思います。

最初に、後発品についての認識でありますが、もちろん後発品についても問題点がな

いわけではありませんが、町立病院の開設者として、町長は後発品に対し、どのような

認識をお持ちなのか、初めにお伺いをするものであります。

次に、厚生労働省でも国公立病院に対し、新薬に比べ割安な後発品の使用を推奨する

等の施策を打ち出しておりますが、後発品の市場シェアは12％であり、欧米の４分の１

、程度となっております。町立病院で費用する全医薬品のうち後発品の割合はどの程度か

あわせてお聞かせをいただきたいのであります。

そのことを踏まえ、後発品の今後の使用についてお伺いをいたします。

先ほども申し上げたとおり、厚生労働省は後発品の使用を推奨する施策を打ち出して

いると申し上げましたが、具体的に町立病院にも使用についての指導等があるのか、お

伺いをいたします。

さらには、その上で今後厚岸町は新薬と後発品の併用をどのように進めていくのか、
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あわせてこの機会に伺うものであります。

最後になりますが、医薬品については新薬、後発を問わず、安心、安全であることは

もちろんであり、当然のことであります。また、使用効果や有効性が十分確立されてい

なければならないことも当然でございます。そのことが確認できる後発品であるとすれ

ば、薬価が新薬の70％以下であることから、患者自身の自己負担を軽減することはもち

ろん、国保会計を抱える厚岸町にとっても医療費全体の節減となることから、後発品の

使用割合を一定程度高めるべきと考えますが、このことにつきましても町長のお考えを

お伺いし、最初の質問とさせていただきます。

●議長（稲井議員） 町長。

●町長（若狹町長） ６番、佐藤議員のご質問にお答えをいたします。

初めに、町立病院での後発医薬品の利用についてのうち、後発医薬品に対する認識に

ついてのご質問でありますが、医療用医薬品は最初に日本で新薬として発売されたもの

を先発医薬品、新薬の特許期間が経過した後に発売された薬を後発医薬品と呼んでいま

す。

後発医薬品は、新薬開発における臨床での使用経験に基づいた有効性や安全性などの

データと、その成分や製法などが公開され開発製造されています。一般に新薬の開発が

十数年の歳月が必要とされているのに対し、後発医薬品は三、四年といわれ、開発コス

トが低く抑えられ、新薬の薬価の約15％から70％の低価格となっているところです。

、また、製品としての製造には最近では品質の安全性や有効性などの試験体制等も進み

同じ成分、同じ効き目の医薬品と言われるようになりましたが、過去においては後発医

薬品の製造は中小、あるいは零細メーカーでつくられていたこともあって、品質の問題

が指摘されてきた事実もありました。

次に、町立病院での使用医薬品中、後発医薬品の割合とこの数年の推移についてのご

質問でありますが、町立病院で現在保有している医薬品は約1,000品目で、後発医薬品は

約33％の330品目が発売されています。このうち町立病院で使用している後発医薬品は70

品目で、使用率は７％となっております。また、過去５年間の推移では、平成11年及び1

2年が４％、平成13年度から15年が５％となっており、わずかでありますが、使用の割合

がやや増加している傾向となっております。

次に、後発医薬品の今後の使用についての国の後発医薬品に対する考え方と使用につ

いての指導についてのご質問でありますが、医療費の増大や患者負担の増加に伴う薬価

制度の改革で、先発医薬品と後発医薬品の薬価算定ルールの見直しや後発医薬品の信頼

性の一層の向上、医療機関、患者双方にコスト意識が働く仕組み及び医療機関、患者双

方への薬剤の情報提供の体制構築など、使用の増加と負担の軽減を模索するさまざまな

。提言が国になされる中で、国も後発医薬品の使用の促進を掲げているところであります

また、厚岸町は新薬と後発品の栄養をどのように進めていくのかとのご質問でありま

すが、院内に薬事検討委員会が設置されており、毎月１回医師、薬剤師、看護師、事務

、などの代表が国から通知される薬品に関する諸情報の周知と確認、使用する薬品の選定

使用可能な後発医薬品の抽出と使用に当たっての問題点の協議、さらに不用な在庫を抱
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えていない工夫など、慎重な検討を重ねています。

私は、町立病院の使命である町民の命と健康を守る上で、最も重要なことの一つに、

病気に対して安全で高い効果があり、長い臨床成績から実証が証明されている薬品の選

定を行うことと、使用時の副作用の防止に最善を尽くすことであると考えております。

その上で、より患者の負担の軽減につながるように、後発医薬品の中でも実績のある薬

品を中心に効果的に用いることで、医療費における自己負担の軽減もあわせた使用の検

討と選定を行うことが必要と考えております。

最後に、医療制度改革の名のもと、患者の自己負担がふえており、負担の軽減を図る

上からも、後発品の使用割合を一定程度高めるべきとのご質問でありますが、日本にお

ける後発医薬品の使用実態は欧米と比べて非常に少ないと言われています。一般的に医

療用医薬品のうち、後発医薬品のシェアは数量ベースで16％程度と言われていますが、

町立病院では現在のところ７％程度となっております。どの程度の使用が適当かどうか

は別にしましても、さきにも申し上げました使用に当たっては、医師を中心として院内

での十分な協議、検討を重ねながら、町民や患者の命と健康を守る立場で、安全を最優

先した中でも使用に当たっての効果を十分検討し、医療を受けられる患者の理解を得ら

れるような後発医薬品の使用に心がけたいと考えておりますので、ご理解をいただきた

いと存じます。

●議長（稲井議員） ６番。

●佐藤議員 急速な少子高齢化社会という時代にあって、大きな課題の一つは、介護を含

めて医療と年金の問題ではないのかなというふうに思っております。特に医療に関して

。いけば、この高齢化社会の中で増大する医療費、厚岸町ばかりではもちろんありません

日本全国でありますが、この増大する医療費に対応する、あるいは考えていくというこ

とは、一つ大きな問題ではないのかなという観点から、質問させていただいたところで

あります。

特に、最初の負担の部分につきましては、例えばサラリーマンの自己負担、かつて勤

めていたときには本人の負担は１割でございました。それが、その時代がしばらく続き

まして、近年になりまして１割から２割、今度２割から本人も３割と、家族と同様の負

担率になっております。率といきますと３倍ということになるんでありますが、厚岸町

においても国保会計を抱えていると。そんな中で先般２カ年にわたって国保税の改定を

されました。

そんな中で家計費、それぞれの家計支出における医療費の負担というものは相当の負

担になっているということは事実であります。改定の内容が、所得割の部分がふえれば

いいんでありますが、均等割というか、収入がふえない、あるいは減っても均等割の部

分だけが、収入がふえる、歳入がふえる、国保税がふえるという改定の中身であります

から、まさしく収入の実態と合わない改定がなされております。それも国保会計を抱え

ておりますから、その制度を維持していくということになれば、ある程度はやむを得な

いのかなという気もいたしますが、それらのことも考え合わせて医療費というものも考

えていかなければならないのではないのかなというふうに思っております。
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例えば私も実は血圧の薬をいただいて飲んでいるわけでありますが、新薬と後発品は

、どの程度違うんだろうと。循環器系の疾患で一生懸命どこに書いてあるのかなと思って

、本を探して調べてみました。そこで循環器系の疾患で投薬を受けると、１カ月ですから

28日分ぐらい出るんでしょうか。そこで、これは高脂血症、多少当てはまるわけであり

ますが、この28日投薬の処方を受けるということで、計算をしますと、現行の医療制度

の中では、新薬だといわゆる薬代、薬剤料というのは１万2,320円かかるんだそうであり

ます。これを３割自己負担で計算しますと、本人の負担が厚岸調剤薬局かわかりません

が、いただいた薬局では3,696円の本人負担を払って薬を交換するということになるんだ

そうであります。

これを同程度の後発品で処方されますと、薬剤料は5,880円、これが３割の自己負担だ

と本人負担は1,764円となり、当然差し引きしますと、新薬に比べて2,000円ほど安くな

る。半分以下で本人負担が済むと。当然その７割の負担は国保で負担をするわけであり

ますから、当然国保会計にも、いい影響といいますか、そういう影響が出てくるという

ようなことであります。先ほども町長の答弁にもありましたとおり、人間の体の中に飲

み込むわけですから、安心、安全なものでなければ、むやみに使うことはできないとい

うことは当然でありますし、私もそう思います。

また、患者負担という医療費の面からばかりでなく、年々厚岸町でもふえ続ける医療

費を現行の保険制度を変えることなく、例えば料金の改定ということは、あるかもしれ

ませんが、改定制度そのものをいじらないで、維持し続けるということは大変なことで

はないのかなと。ささやかな頭で考えるんですけれども、大変ではないかなと。小手先

の値上げだけでは本当にこの制度が未来永劫維持していけるのかどうか、そんなふうに

も考えております。あるいは聞くところによりますと、ふえ続ける医療費を何とか国と

しても抑えたいと、そんなようなことで、医療費の包括化による定額制の移行なんてい

う記事もちらほらと見えるようになってまいりました。

どうしましょう、そうするとやはり病院を運営する側としては、例えば頭が決められ

てしまうということになれば、当然コストの安い後発品を使用するというか、扱わざる

を得ない状況にもある程度なってくるんではないだろうかと、そんなようなことも実は

考えたところであります。

それでも先ほども町長の答弁にありましたとおり、一般的には品質だとか、いろんな

ことで後発品は問題があるんだという意見もないわけでないんであります。特許をその

期間が過ぎますと、ぞろぞろ薬が出てくるんで、ゾロ医薬品とか何とかというそういう

名前もあるようでありますが、あるいはまた無計画に新薬と後発品を併発すると、過剰

な在庫を抱えてしまうというような問題も場合によってはあるんではないか、なってし

まうということで、これも問題でありますから、それらを無計画に単に採用していく、

併用していくということも、これも考えていかなければならないというふうにも思って

おりますが、しかし、このような昨今の状況を総合的に考えれば、やはりその使用を促

進する、あるいは使うという方向になることは間違いないのではないのかなというふう

に考えております。

そこで、２回目の答弁をいただく前に、管内の市立病院を初めとして、あとほかにも

町立病院がありますけれども、そこの状況をちょっと調べた回答がありますので、参考
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までにお話し申し上げたいと思いますが、１つは標茶町の町立病院でありますが、現在

使用する標茶町の町立病院での薬品は約826種類、後発品の割合は11.9％だということで

あります。

それから、後発医薬品に対する使用の考え方としては、後発医薬品でも安定供給され

るものや、品質など安心、安全なものは可能な限り積極的に使用するというのが標茶町

立病院の考え方になっております。

それから、町立別海病院であります。これちょっとよく数字がわからないんですけれ

ども、割合としては後発医薬品の使用の割合は7.32％、それから使用する後発医薬品の

割合は過去数年どうでしたかと、年度ごとに使用割合はふえてきました。それから、後

発医薬品に対する考え方につきましては、先ほどの標茶町同様、安全、安心なもの、あ

るいは安定供給されるものは使用したいというような回答でございました。

それから、簡単に申し上げます。標津町の国民健康保険標津病院、割合が7.0％、それ

から後発品に関する考え方は先ほどと同様であります。ただ、ここに注意書き、意見が

ありまして、標津町につきましては、後発医薬品に関しては製造メーカーによる品質の

ばらつきや副作用情報などの薬剤管理体制が整っていないメーカーも見受けられ、単純

に価格のみで使用することが直接患者様の利益につながらない場合もあり、個々の製品

に対する見きわめが必要だという注意書きがついております。

それから、最後に市立の釧路総合病院、これは1,910種類の医薬品のうち、現在は5.13

％であるそうであります。しかし、釧路市につきましても、今後は安定供給される品質

など安全なものは使用したいというような答えでありましたし、さきの市議会の予算特

別委員会でも質問の議員に対して、市長はそのように答えているというようなことでご

ざいます。

管内の状況は、一応私が聞いたところでは、そういう内容でございますので、参考ま

でに申し上げておきました。

この状況をお聞きいたしまして、感想、あるいは再度取り組む姿勢についてお答えを

いただければ大変ありがたいというふうに思います。

●議長（稲井議員） 病院事務長。

●病院事務長（斉藤事務長） 今、佐藤議員からご質問を受けましたけれども、この案件

につきましては、３月の定例会で議論があったところであります。今、管内の状況を含

めて、議員の方から調査の結果がありましたけれども、私どももこの調査の内容につい

て、同じような情報を持ってございます。

それと標茶町の11.9％というのは、これは使用しているという数字じゃなくて、持っ

ている数というふうに私ども押さえておりました。ですから、大体この11.9％が使われ

、ているという状況ではないというふうにですね、在庫として持っているというんですか

使うものとして持っているという状況だというふうに私ども押さえております。

それで、私４月に拝命いたしまして、まず後発医薬品の関係について、４月５月と整

理をさせていただきました。そういう中で７％現在使っているという状況であります。

それで、実は６月13日、この町長の答弁の中にもありましたけれども、薬事委員会を開
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きました。この中へこれは病院の方針として、こういうものはまだ国からのきちんとし

た指針というのは出ておりません。そういう中で病院の方針であります。そういうこと

で、薬事委員会でこのことをいわゆるかけさせていただきました。その前に医局会がご

ざいましたけれども、これ６月13日でございます。

そういう中で、信頼できる後発医薬品に関し、今後の品目をふやしていく方向で取り

組むということで、病院の方針として立てます。そういう中では、今後の中でこれは先

ほど申し上げましたとおり、後発医薬品の販売会社というのは実は354社あります。この

メーカーすべてが関係者、医師含めて薬剤師がいる等、すべて安心、安全のメーカーと

いうことが言えるかどうかということは、いろいろ疑義があるようでございますけれど

も、先ほど申し上げましたとおり、薬事委員会の中で後発医薬品のメニューが出てまい

りますし、そういう意味で、その中身を１件１件検討して、月に１回ずつかけていくと

いうことで物事を整理していきたいと。

ただ、６月13日以降の患者さんにつきまして、この後発医薬品、その前までは新薬を

、使っていた患者さんがおられますけれども、その後については、この会議で決まった後

何品目かふえていく。これはこれからふやしていく安心、安全な後発医薬品、要するに

先進のいろんな状況、同等というふうな扱いを含めて、検証しなければいけませんけれ

ども、そういう形でするということの方向性ができましたので、これから我々もパーセ

ンテージは別といたしまして、この医療費の抑制策、特に高齢者含めて、先ほど言った

数字も我々も押さえている数字でございますので、実は厚岸町といたしましては、平成1

6年度の３割負担の患者負担というのは薬品にして5,700円、１回の処方でですね。その

うち純然たる薬品代というのは3,750円ほどであります。その中で実は50％安い薬を使っ

たとしたら、1,875円安くなると。さらに一番いわゆる後発医薬品でも高い30％しか単価

の低いやつが使われるとしても1,125円の、１回当たりの処方の単価が安くなるというデ

ータも持っておりますので、これらを含めて３月の議会、今回の定例会の中で議論がさ

れておりますけれども、我々は前向きに取り組むということを病院としてお答え申し上

げたいと思います。

●議長（稲井議員） それでは休憩いたします。

再開は３時30分といたします。

午後２時55分休憩

午後３時30分再開

●議長（稲井議員） 本会議を再開いたします。

ここで皆様にお諮りいたします。

会議録署名議員の指名を日程に追加し、追加日程として日程の順序を変更し、直ちに

議題としたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「
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●議長（稲井議員） ご異議なしと認めます。

よって、会議録署名議員の指名を日程に追加し、追加日程として直ちに議題といたし

ます。

本日の会議録署名議員として指名しておりました15番、佐齋議員が所用のため途中退

席しておりますので、新たに17番、佐々木議員を本日の会議録署名議員として追加指名

いたします。

それでは、１番、室﨑議員の一般質問を行います。

１番、室﨑議員。

●室﨑議員 さきに提出いたしました一般質問通告書に従いご質問申し上げます。

１番目はカキの貝毒発生の問題であります。カキ貝毒発生のその対応についてであり

ます。

事柄自体の概要と影響についてお知らせをいただきたい。

次に、町はいつこの情報を知り、どのような対応をしたか、時系列に従って具体的に

説明していただきたい。

３番目として、生産者、生産団体たる漁協、町とそれぞれ役割分担があると思うが、

このような事柄について、町の役割とは何なのかご説明をいただきたい。

４番目として、今後の町の施策展開についてご説明をいただきたいものであります。

２番目として、出張における宿泊費のあり方についてということです。これは前にも

議会で議論したことがありますが、現在町理事者、町職員などの旅費規定中、宿泊費に

ついては定額主義をとっております。議会は実費主義をとっております。これは定額主

義から実費主義に移行する考えはないかどうかについて、ご説明をいただきたいわけで

あります。

３番目といたしまして、厚岸町居宅サービス利用者負担軽減措置対策費交付規則の一

部改正についてであります。この内容についてご説明いただきたいわけであります。

以上、よろしくお願いいたします。

●議長（稲井議員） 町長。

●町長（若狹町長） １番、室﨑議員のご質問にお答えをいたします。

まず、カキ貝毒発生とその対応についてのお尋ねのうち、１点目の事柄の概要と影響

についてでありますが、この件につきましては、去る４月21日行われた厚岸町議会議員

協議会においてご報告申し上げたところであります。

カキ貝毒の自主検査のため、本年４月３日に水揚げされ、漁業者から提出のあった検

体を翌日の４月４日に日本冷凍検査協会札幌検査所で検査を行ったところ、食品衛生法

で定められた規制基準値を上回る14.3マウスユニットの麻痺性貝毒が検出されたことか

ら、北海道漁業協同連合会、北海道水産林務部、保健福祉部の三者が協議し、自主回収

と安全性が確保されるまで、出荷の自主規制を決定し、釧路支庁北海道漁業協同組合連

合会釧路支店を通じ、厚岸漁業協同組合に連絡、厚岸漁業協同組合では、直ちに３月30
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日から４月４日までに出荷したカキの自主回収と当分の間、出荷の自主規制を決定、生

産者及び関係機関に連絡したところであります。

今回のカキ貝毒発生については、厚岸カキがブランドとして定着してきたことと、初

期段階において健康被害を防止するため、テレビ、新聞などのマスメディアを中心に大

きく報道され、さらには地元選出の代議士を初め、高橋北海道知事も本町を訪れ、大変

ご心配をいただきました。

その後、４月11日から４月25日まで１週間に１回の割合で３回行った貝毒検査では、

いずれも麻痺性貝毒が規制基準値を下回る結果であったことから、４月25日に出荷自主

規制を解除し、４月27日から出荷が再開されたところであります。

次に、貝毒発生による自主規制などの影響でありますが、影響は本町初め、全国に及

び特に生産者を初め、関連業界に与えた影響は大きく、また厚岸町の経済は沖合及び沿

岸の漁業生産をベースに食品製造業、輸送業、小売販売業など、すそ野の広い関連産業

を抱えた水産業に依存していることから、町経済にも大きな影響を与えました。また、

今回のカキ貝毒発生で健康被害がなかったものの、消費者に与えた影響も大きく、カキ

の再出荷が始まった直後、価格は高値で推移したものの、その後現在に至るまで価格の

低迷が続き、依然として貝毒の影響が出ております。

生産者への影響でありますが、４月は23日間の出荷自主規制期間があり、市場取扱高

で前年度比64％減の1,642万1,000円の減額、５月は31％減の835万円の減額、さらには水

産加工業では会社によって大きな差があり、影響額も算出できていない事業所もあり、

したがって、詳細を把握することは困難でありますが、規模の大きな事業所の中には影

響額は４月だけでも1,000万円近くあり、比較的小規模な事業所でもカキを多く扱ってい

る事業所ほど、その影響が大きく取扱高が半分以下に落ち込み、影響額も２カ月間で1,0

00万円を超えた事業所もあります。

さらにはカキを扱う鮮魚店でも４月からこれまで150万円の減、カキ料理を使う飲食店

。でも影響が出ており、売り上げが３分の１に落ち込んだところもあると聞いております

このほかカキを宅配する業者や宅配取り扱い店にも影響が広がっております。

次に、２点目の町はいつこの情報を知り、どのように対応したか、時系列に従い、具

体的に説明いただきたいとのお尋ねでありますが、４月５日早朝、新聞報道及びテレビ

放送で貝毒発生の事実を知り、町三役と産業振興課での今後の対応を協議し、情報収集

と緊急時における連絡体制の強化について要請するため、組合に産業振興課職員を派遣

いたしました。

情報収集では、組合に第一報が入ったのは４月４日午後４時55分であったことと、検

査の検体数は50検体だったこと、自主回収されたカキは処分する予定であるとの報告を

受けたところであります。

また、同日午後から釧路支庁で開催された第１回現地対策本部会議に産業振興課職員

が出席し、会議では経過報告と食品としての安全性確保を優先させ、住民周知等回収の

徹底が確認されました。

町と組合では緊急に防災行政無線で町民に周知することになったことから、釧路の対

策本部会議終了後、直ちに事実を知らせることと回収に応じていること、体調に異変が

生じた場合の対応について、焼いても食べられないことなどについて、防災行政無線で
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周知したところであります。

また、同日には釧路水試釧路地区水産技術普及指導所が町、カキ種苗センターの協力

のもと、１回目の海洋環境実態調査のため、海水採取を行っております。なお、この海

洋環境実態調査は４月24日までの間に計７回行われ、道立中央水産試験場に送られ、い

ずれの検査でも毒性プランクトンは検出されませんでした。

以上が貝毒発生の初期段階における町の対応でありました。

、次に、３点目の生産者、生産者団体たる漁協、町とそれぞれ役割分担があると思うが

このような事柄についての町の役割は何かとのお尋ねでありますが、それぞれの役割分

担につきましては、生産者は消費者に安全なカキを提供するため、養殖管理や衛生管理

にこれまで以上の努力が必要であり、また生産者団体たる漁業協同組合では消費者の信

頼回復のため、必要な安全策を講ずるとともに、漁場監視の強化や自主規制解除後の販

売促進についても取り組んでいかなければなりません。

具体的は貝毒の自主検査を週１回行うことや各生産者に対し、貝毒が発生した場合、

迅速な回収に備えるため、出荷先や採取海域を記載することを義務づけた生産履歴管理

台帳の提出を求めること、さらには北海道が事業主体となって、月２回行う海洋環境実

態調査への協力を行います。

町といたしましても、今回回収したカキを町のごみ焼却処理場にて処分を行いました

が、厚岸カキのブランドを守り育てるため、北海道を初め、関係機関と連携を図ってま

いりたいと考えております。

次に、４点目、今後の町の施策展開についてのお尋ねでありますが、平成17年４月21

日に漁業協同組合から厚岸町議会に対し要望があった生ガキ貝毒検査機関の設置等、貝

毒監視海域の細分化に関する要望についてであります。

この要望につきましては、生ガキ貝毒検査機関の設置と、貝毒監視海域の細分化に関

する要望意見書として、５月27日開催された厚岸町議会第１回臨時町議会で採択され、

北海道に対し、既に送付されおります。

これらの要望につきましては、町といたしましてもこれまでにも貝毒発生時に地元を

視察した地元選出の代議士を初め、高橋北海道知事にも要望しておりましたが、生ガキ

貝毒検査機関の設置につきましては、貝毒発生防止や発生後の対応の苦労の解消につな

がることから、今後も釧路支庁管内への設置を強く要望してまいりますし、貝毒監視海

域の細分化につきましても、貝毒が発生した場合、広範囲にわたる漁業協同組合が自主

規制を余儀なくされ、多大な影響を受けることから、早急に細分化に向けた調査を実施

するよう北海道に対し、強く要望してまいります。

次に、２点目の出張における宿泊費のあり方についてお答えをいたします。

現在、町、理事者、町職員などの旅費規定中、宿泊費については定額主義をとるが、

実費主義に移行する考えはないかとのお尋ねですが、この旅費、とりわけ宿泊料のあり

方につきましては、これまでにおきましてもいろいろと議論をしてきております。旅費

及び費用弁償の性質につきましては、旅行中に必要となる交通費や宿泊料等の経費に充

てるために支給するものであり、いわゆる実費弁償であるとの基本的な考えの中にあっ

て、現実的にはすべての経費に対する領収書等の証拠書類の確保の困難性や精算事務手

数などの効率性から、標準的な実費相当額を定めて支給するという定額方式が国やほと
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んどの自治体などでとられており、これまで厚岸町においても職員などの旅費に関する

条例の規定によって、この支給方式をとってきております。

しかし、今日においては、交通料金やホテル料金においてさまざまな設定がされる状

況になってきており、その都度の宿泊状況に応じて、それに要した実費費用を支給する

いわゆる証拠方式にして、透明性を高めるべきでないかとの議員からの意見をいただい

ておりますし、このあり方について、さらに研究をしてきたところであります。

実際の証拠書類に基づいて旅行中の一切の費用を支給しようとする証拠方式の方が、

かかった費用を弁償しようとする旅費の建前に即した制度であると言えますが、あらゆ

る旅費の費目について、この方式をとることの困難性もあり、道内の自治体における先

進事例があるかなどの情報収集もしましたが、特に参考となる事例も得られず、また、

町内の３つの産業団体においても定額方式がとられており、これも参考とすることがで

きませんでした。

しかしながら、これまでの議会論議の中にありましたように、少しでも厳密な意味で

の実費弁償となるように取り組むことが必要な時代に入っていると考えます。既に厚岸

町議会議員の費用弁償の宿泊料につきましては、平成15年度から証拠方式による実費支

給に取り組まれておりますし、これらの２年間の実績を踏まえさせていただき、来年度

から理事者及び職員の宿泊料につきましても、証拠実費方式を取り入れるようにする考

えでおります。

なお、ご承知のとおり宿泊料の構成要素には、宿泊料金に加え、朝食及び夕食代並び

に宿泊に要するその他の雑費を含むものとする旅費法上の取り扱いを準用した考えで設

定をしております。この宿泊料の構成要素のすべてについて、領収書等の証拠書類を整

わすことができるか。また個々において使用した費用が本当に妥当なものなのかの判定

が物によっては大変難しいという問題もあります。これらのことと透明性や公平性を考

え合わせて、取り扱いの内容をさらに詰める作業を進めることにしていますので、ご理

解をいただきたいと存じます。

次に、厚岸町居宅サービス利用者負担軽減措置対策費交付規則の一部改正についてお

答えいたします。

介護保険サービスを利用された方々は、利用料として10％を負担することとされてお

りますが、介護保険制度による居宅サービスを利用された方々への利用者負担軽減措置

については、厚岸町居宅サービス利用者負担軽減措置対策費交付規則に基づき、町民税

非課税世帯に属する方を対象に、事業者が提供する訪問入浴介護、訪問介護、通所介護

及び認知症対応型共同生活介護のサービスを利用したときに、利用料として10％を負担

いただくうちの２分の１相当額を低所得者の支援対策として町独自の助成を実施してま

いりました。

今回、町財政の厳しい状況が進む現状の中で、一般財源100％による町単独軽減施策を

今後も継続することが可能かどうかについて慎重に検討をさせていただいた結果、激変

緩和措置を講じながら、平成21年度にはこの規則を廃止させていただく方向で、その改

正作業を進めているところでありますが、６月20日開会の町議会第２回介護保険制度等

調査特別委員会のご意見を踏まえ、十分な周知期間の確保を行いながら、利用者のご理

解をいただく中で制度変更を行うこととして、９月１日の利用分から適用することとい



- 58 -

たしたいと考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

以上でございます。

●議長（稲井議員） １番。

●室﨑議員 質問に入る前に申しわけございませんが、先ほど何か力んで大きな声を出し

たら、ちょっとのどがおかしくて、余り大きな声が出ないものですから、もし聞こえな

ければ聞こえない、もっと大きい声で言えと指示してくださいませ。

それで、今回３つの質問をさせていただいたんですが、基本的にはそれぞれ具体的な

問題の中で、第２期目を迎えました若狹町長の基本的なお考えを具体的な問題を通じな

がらお聞きしたいという趣旨でございますので、決して一課一係の問題に終始している

つもりはございませんので、その点よろしくお願いいたします。

それで、その上でまずカキの話なんですが、これも４月の初めに起きたことで、非公

式なものではありますけれども、４月21日に議員協議会で説明もいただいております。

。ですから、それを何を今さらというふうなことをおっしゃらないで聞いていただきたい

、というのは、今回の貝毒の事態というのは非常に突発的に起こっていますよね。それで

ちょっとだれも予測しなかったことがいきなり起きてきた。自然相手ということは何が

、起こるかわからないわけです。したがいまして、こういう貝毒発生というような事態も

今後また本当に虚をつかれるような形で、突発的な出てくることは絶対ないよとは言え

ないんです。自然というのは何が起こるかわからないという公式がこの場合にも成り立

つと思います。

したがいまして、今回それに対していろいろな対処を町としてもできる限り、少なく

ともその場においてできる限り行ったと思うんですが、これをやれやれ１件落着したわ

いなということで終わらせないで、やはりきちんと検証することで、このごろ何かとい

うとマニュアルという言葉が使われますが、実は突発事故にマニュアルはないんですけ

れども、やはり１回行ったことに学んでおけば、この次に何か起きたときに、こういう

ような似たような事態が起きたときに、それに対して冷静に、なおかつ沈着に素早く対

処ができるだろうと、そういう意味でやはりきちんとした検証は大事であろうという趣

旨でございますので、よろしくお願いいたします。

それで、今回の話を聞いていきました。貝毒というものの調査方法とか、そういうこ

とについては、検査方法ですか、その議員協議会の折にもいろいろと聞きました。貝に

含まれてしまった毒性物を抽出して、それを一定体重の一定要件にかかわるマウス、特

殊なネズミですね、それに注射をして、それが麻痺性貝毒の場合にはけいれんを起こし

て死んでいくらしいんですが、その所要時間をはかって、それを一定公式にのせて計算

すると何マウスユニットという単位における毒性があらわれてくると、こういう非常に

難しいことをやるわけですね。

その食品の中に含まれている毒性というのは決して、何ていいますか抽出されて生成

された毒物のように濃いものじゃありませんから、それを壊さないで生成するというの

も非常に特殊な技術も要するものだというふうにも伺っております。

そのような検査をした結果、一定基準に達すれば自主規制をしなさいという規則とい
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いますか、それがあるわけですね。それに該当する４マウスユニットでしたか、を越え

た場合には自主規制を図りなさいという、それが14.何マウスユニットが出たということ

なんです。

それでですね、今回のそういう中で自主規制をしました。それから、３回海水の調査

が行われるんですね。そしてオーケーと、もういいだろうといって、規制が解かれて出

荷できるまでに３週間ですか、かかるわけですね。３週間か４週間たしかかかりますで

しょう。

やはりその間に、この報道の中にも担当課長がお答えになっている記事もありました

、けれども、こんなに厚岸町のカキが有名になっているとは思わなかったと。逆にですね

いうぐらい大きく反響が出ました。全国的に出ましたね。ちょっとインターネットでも

って調べてみたら、四国の新聞にまで書いていました。厚岸町のカキから貝毒が出たよ

という話がね。それぐらい非常に大きな話題になりました。

。その反動というのは、当然生産者だけでなく、いろんな方面にかかってくるわけです

それについても今説明がありましたが、生産者流通業者、小売業者、飲食店、あるいは

宅配便と、いろいろなところにあるんですが、実はこれ観光業者にも大きな影響が出て

きているわけですね。その点はちょっと抜けているんではないかなというふうに思いま

す。

いずれにしても、まだまだこんなところにもというような形で、二重三重に間接的な

もので入っていくと影響があるし、いまだにカキを中心にする海産物の価格がどうも思

うように復活してこないというような意味で、たしか何新聞か忘れましたが、これも私

読んだような気がするんですが、ある取材を受けた漁師の方が、貝毒はこれは海水調査

を行ってなくなったよということは言えるんだけれども、一たん消費者に与えた心理的

影響というのがなかなか消えないんだと。これが何とも辛いという話をしていたのが実

に正鵠を射た話であろうというふうに思いました。

それで、そういう点においては、今るる説明がありまして、私もそのように思います

が、観光に関する部分というのをちょっと一、二補足しておきたいんですがね。例えば

コンキリエ、それだけじゃなくて、町内にまだほかにも業者がいろいろとそれぞれ独自

に開発をしておりますね。そして、いろいろな旅行業者が今厚岸町だけじゃないんです

が、北海道食べ歩きツアーというようなものを、何ていう名前か知りませんよ、いろい

ろと開発しているんです。その中に道東ということになりますと、厚岸町についてカキ

を食べましょうと、どこどこへ行ってホタテを食べましょう、あそこではカニを食べま

しょうということになって、厚岸町はカキだということになっているんです。今年はい

、いんだそうですよ。というのは、計画はもう既に春に決まってしまうんですね。そして

それに従って今年は行うわけです。ですから、カキが出荷できない間は厚岸町ではそれ

にかわるものを出してお客さんを満足させなければならないという意味で大変苦労して

いたようです。

。ところがですね、そういう専門家の話を聞きますと、非常に恐ろしいというんですね

来年そのコースの中に厚岸町が入るという保証がないというんですよ。今年苦労して苦

労して何年もかかって、やっと定番コースとして定着しつつある厚岸町のカキという、

そういう食べ歩きツアーみたいなものですね。そうすると東京だとか大阪の大手の業者
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が入れますから、一つ一つの単価は安くても、人数は大分多いらしいんですがね。もち

ろんこのコンキリエの方でもそういうような観光業者と、よく言うとタイアップ、早く

。言うとお願いして、そういうものに入れてもらうという営業努力していると思うんです

こういうものがこの後大丈夫なのかなと。こういう部分があるんですが、そういう点に

ついてはですね、こういうような手を打っているから来年も大丈夫なんだというような

ものがあるんじゃないかと思いまして、それであえて観光業者の話を載せてないんじゃ

ないかと思うんですが、この点についてお聞かせをいただきたいんです。

それから、今の話を聞いていまして、何か大きく一つ抜けているんではないかと私は

思うんですよ。それはですね、大きなふろしきを広げさせてもらいますね、質問者とし

ては。それで言いますと、厚岸町の存在意義なんですよ。厚岸町という地方公共団体が

ここに存在するのは何のためかという話なんですね。そうすると、これはいろんな要素

、がありますが、全部上からタマネギの皮をはいでいくようにして、一番のしんを出すと

それは厚岸町民の命と健康を守るためでないのかと。命あっての物種という言葉があり

ますけれども、それがまず第一でないのかというふうに思うんです。

そうしますとですね、今の経緯をずっと聞いておりますと、あれに貝毒が含まれてい

ますよと。そしてそれは自主規制値よりも多い14マウスユニットですと。そうすると、

これを食べてはいけませんということになりますよね。その情報がお話を聞いています

と、組合というのは厚岸漁協ですね。厚岸漁協に入ったのは４月４日の４時55分なんで

すね。町は知らないんですよ。町が知ったのは次の日、何ですか、テレビ放送や新聞報

道で知ったというわけですね。そうすると一般町民や我々と同じレベルで知っているん

ですね。これには問題があると思いませんか。

それで、一報が厚岸町に届いたのが、厚岸町のどこかという話は別にしますと、４月

４日の夕方です。一般町民に対して食べてはいけませんという防災行政無線が周知され

たのは、私もこれは自宅で聞きましたが、次の日の午後ですよね。大ざっぱに言うと丸

一日たっているんですよ。よく私言うんですけれども、消費者問題とか、あるいは生産

者としてとかという言葉をよく言いますが、生産だけを行っている生産者というのは世

の中におりませんよね。やはり御飯を食べたり何なりどんな意味でも消費しています。

それから、消費だけをして一切生産に関与していない消費者というのも世の中にはない

んですよ。必ずどこかでもって生産に寄与しているわけですね。

だから、そういう抽象的な言い方をしても、実は生産者と消費者というのはどこかで

両役を自分でやっているわけです。ましてやこの厚岸町のような１次産業の町ですと、

市場に出す、あるいは今何て言うんでしたっけ、直販というんですか、そういう形で流

通に乗せなくても、例えば仲のいい友だちに今回カキおいしいから食べなさいといって

あげる場合もあるし、またそういうところから直接分けてもらうことだってあるわけで

す。あるいは自分の家で食べることもあるわけです。

そうするとこれ新聞で見ますと、高橋知事が厚岸町を訪れて、今回は人的被害がなく

てよかったということを言っていますよね。要するにこれをひっくり返して言うと、人

的被害があっておかしくなかった事案だというふうにも読めるわけです。たまたまそれ

がなかったのは不幸中の幸いでしたねということですから、そういう町民の健康とか命

とか、今回の場合の程度の毒性ではいきなり命にかかわるようなことはまずないだろう
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というふうにはいろんな新聞や、あるいは物の本によりますと言えますけれども、万が

一ということはありますよね。たまたま健康を害したり、体力が落ちていたりすると、

、通常の数値は当てはまらなくなりますからね。カキの場合には滋養があるということで

病人食にも進められるということもありますしね。したがって、こういう町民の命と健

康を守るという厚岸町の大事な仕事からの観点の部分というのが、この町長の答弁には

余り感じられないんですよ。この点いかがなんでしょうか。

それで、この情報を入手して、それは次の早朝にわかったと。そして一般町民にわか

ってから伝えるのが半日かかっているんですよね。もちろん情報が正しいかどうかの確

認はあると思うけれども、まずいわゆる全くいい加減な話でないということがわかった

ら、すぐ一番最初にやるべきは、町民の中に健康を害したり、命にかかわるような事態

になることを抑えるというのが一番先なんでないのかというふうに思うわけですよ。そ

の点についてのお話が全然ないと。

それから、それと絡みますが、町の役割ということを私聞いたんです。その何といい

ますかね、文章のあやとして、生産者や生産たる漁協長とそれぞれ役割分担があるでし

ょうけれどもと言ったんで、生産者がこんなことをします、生産団体はあんなことをし

ますというのを説明してほしくて書いているわけじゃないんですけれどもね。町は何を

役割としてやるんですかということを聞いたんですが、今の答弁の中では町の話がどう

もあいまいなんですよ。

７ページのところにいただいた、この７枚目のところですかね。ちょっとそういう言

い方をしてはよくないんだが、次に第３点目の生産者云々と、こうずっと来ます。そし

て、具体的には貝毒の自主検査を週１回行うことや云々、海洋環境実態調査への協力を

行います。これは漁協の仕事でないのかなというふうに思うんですが、これが厚岸町の

役割なんでしょうか。その後に町といたしましてもと来るものだから、流れとしてはそ

の先が町なのかなと思ったら、そこではごみ焼却炉において処分を行った。あとは関係

機関と連携を図っていく、それしかないんですね。

そうすると、私の聞いている町の役割というのが答弁から漏れているんではないかと

いうふうに思うんですが、いかがでしょう。漏れているんであれば、これについては議

長、１回お願いいたしますね。１回目の答弁で漏れているわけでから、漏れていないだ

というんであれば結構ですがね。その点よろしくお計らいを願います。

それからですね、もう一つ実は新聞記事の中で町民の方からですね、大部強い調子で

引っかかるというふうに言われたものがあるんです。それは先ほど観光業者の話という

ところでもちょっと言っていましたけれども、コンキリエの記事なんです。ここで、平

成17年４月26日の北海道新聞が、需要期控え浜に安堵と、厚岸産カキ出荷再開へと、消

費者離れなお懸念という形で出している中で、厚岸産カキを最大の売り物している道の

駅、厚岸味覚ターミナル・コンキリエは自主規制後、広島産カキを使ってしのいできた

が云々と、このように記事が書かれたんですよ。これは町民の中に相当ショックを与え

ているんですね。これは事実なんでしょうか。

それから、まず事実であったとすれば、味覚ターミナル・コンキリエというものの基

本的な営業の考え方、たしかかつて議会で、味覚ターミナルをつくっていくときに、い

、ろんな議論が出ました。その中で夏の間カキがなくなったら、ほかのものを使うのかと
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ほかのものというのは、ほかの産地のものを使うのかというようなものに対しては、い

やそんなことはないと。厚岸町の味覚ターミナル・コンキリエというのはいわばショー

ウインドウだと、厚岸町のおいしいものを食べていただくために頑張ってつくるんだと

いうような話で納得した記憶もあるんですが、それはどこかで変わってしまったんでし

ょうかということの疑問が町民の中からも随分出ているんです。

それで、飲食店などの中では、自分のところは厚岸産のカキを使うんだということが

誇りだから、この出荷の規制の間はとにかく涙を飲んで品目から外しているんだという

ことを言う方は何人も営業店がありました。ただ東京だとか、札幌だとかのお店では、

このカキが厚岸産のカキを使うというふうに言ってきたけれども、今はちょっと勘弁し

てくださいといって、その間をしのぐ、これは当然営業政策としてあり得ることだと思

うんですが、どうでしょうか。

それから、もしこれが全くのうそっぱち、そんなことはないのに、こう書かれたんで

あれば、とんでもない話なので、これはきちんとした、きちんとしたというのは当然文

書で、北海道新聞に対して抗議なり何なりの措置をとっているものだと思われるので、

そのときにはそのことを明確にしてください。これは町民に非常に疑問を持たれている

記述なんですよ。味覚ターミナルの基本姿勢について、疑いを持たれてしまうわけでし

て、大変大きな問題だなと私は思っておりますので、この点についても疑念を晴らすよ

うにきちんとお答えをしていただきたいんです。

最後に、施策展開の話に入りますが、今までるる申し上げたことの結論みたいなこと

で、もうおわかりかと思うんですが、厚岸町が手を打とうとしてもですね、新聞やテレ

ビで報道されるまで何もこっちには連絡一つない。これでは情報のない中でもって、施

策を行えという方が無理ですから、これはできませんよね。当然その道なり何なりの、

あるいは検査をする、その体制の機関との横の連絡というものがあって、漁協にイの一

番に入るのは、それはもう当然と思うんです。自主規制をする主体ですからね。と同時

にそのときイの一番が２人いたって悪いことはないんですよね。厚岸町にもそういう情

報がきちんと入って、そして厚岸町はすぐ町民の命と健康を守るという観点から、素早

く対応するという体制をつくるということが非常にこういう場合に大事じゃないかと思

うんですよ。

今後行うべきことの一番最初に、今回上げられなければならないことはこの点でない

のかと思うんですが、今後の施策展開には一言も出てこない。この点は若狹町政の基本

理念として、いかがお考えなるか、お聞きしたいわけであります。なお、細かな点で言

うといろいろあるかと思いますけれども、まず１番の根幹というところから入っていか

なければいけないと思いますので、この点は強く指摘しておきます。

また、今、価格低迷ということが非常にありますよね。これについては単に貝毒の問

題ではないんですけれども、厚岸町の産物をいかに高く、そして安心して食べてくださ

い、安全ですよということを売り込む、このいわば施策展開を今厚岸町はいろいろ行っ

ているわけでしょう。例えばこの「カキえもん」というネーミングを募集して、そして

そういうものを広く知らしめていくというのもその一環ですよね。こういうことがすべ

て今回のこの経済の部分に関しての施策展開になってくるんではないかと、そのように

思うわけですよ。
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今回たまたま議会でもって意見書を出しました。これはこの具体的な今回の事態に関

して、こういう問題があるということで、漁協の方からも議会に対して要望書が出て出

された意見書です。それは厚岸町の役割で、今後行うものもすべてでは全然ありせんよ

ね。ごくごく一部だと思うんです。もう一度お答えをいただきたいんです。

次に、宿泊費の問題に入ります。

宿泊費の問題に関しましては、前に私が申し上げたことを正面から非常に誠実に受け

とめてくださいまして、その後ずっといろいろと検討してくださったことがよくわかり

ました。それでどうか公費、公のお金を使うときの透明性というものの一環として、よ

ろしくお願いしたい。

なお、調子に乗って申し上げますが、既にある自治体、幾つかの自治体では、例えば

町がこういうパックだとかいろんなものを利用して、旅費としてお金じゃなくて、切符

やそういうもので渡すと、そういうところまでやっているところもあるようです。

私が今すぐそのようにせいという意味でありませんが、やはり特にこういう財政が厳

しくなってきて、いろいろと町民負担やそういうものがふえてくれば、当然そういうこ

とに関する、いわばお金の使い道に関する目も厳しくなってくるのは、これは当たり前

のことですから、だから厳しくなかったら、やらなくてもいいんだという問題ではもち

ろんありませんけれども、なお、ここでもおっしゃっておりますけれども、十分に検討

なさって、今日のいろいろな旅費形態ですね、それに適合する旅費規定というものにつ

いて十分に研究をお願いしたいということであります。

それから、３番目、厚岸町居宅サービス利用者負担軽減措置対策費交付規則の一部改

正についてなんですが、この前介護保険委員会の中で、いろいろとご説明をいただいた

んですが、その話はがらっと変わったわけですね。この前ご説明いただいたときには７

月１日の認定で、もう始めますと。そして６月中にもう既に該当する事業所やそういう

ときにはもう説明をしてありますということだったものですから、ちょっと私の方では

それでは議会というものとの関係がどうなるのかなと。言うならば規則ですから、形式

方法論理としてはそれでいいんでしょうけれども、町民負担増における議会の関与とい

う点については問題がないだろうか。あるいは３月議会や財政シミュレーションの説明

というものがこの前合併等調査委員会でありましたけれども、そういうところには何ら

、説明がないのに、いいかげん一度はもう始まっているんですよという形で説明を受けて

虚をつかれたというようなことがありましたが、このあたりは変わるわけですね。

、それで、１に指摘をしておきますが、このような減免措置の段階的廃止ということと

介護保険事業計画との間の整合性、それについてはどのように検討されて、今のお話を

聞いていても既に方針は決定しているようですが、この方針決定に当たって、その介護

保険事業計画との整合性はどのように検討され、整合性を保つという結論になったんで

しょうか。

それから、このような方向の決定に当たって、厚岸町保健医療福祉総合サービス調整

委員会というのがありますよね、諮問機関として。これは当初いろんなものがあった。

その中の一つに介護保険事業策定何とか委員会と言いましたよね。それがあったと思う

んです。そういうものが全部整理統合されて、こういう関係のものについては全部今こ

の調整推進委員会というところでやっていると思うんですが、ここではどのような議論
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があったんでしょうか。それを踏まえてこの方向が出ていると思いますので、この点に

ついてもご説明を賜りたいものであります。

以上、２回目の質問といたします。

●議長（稲井議員） 町長。

、●町長（若狹町長） それぞれ私からお答えするといいんですけれども、主たる町の姿勢

。それから公共自治体としての組織としての厚岸町の役割、これは重要な課題であります

それと連絡網、これについて、私からお話をさせていただき、観光産業、さらにはまた

広島のカキの問題、コンキリエに関連してのお話であります。これについては担当課長

から答弁をさせたいと存じます。また、その他の問題については、産業課長からも答弁

がございます。

まず、今回のカキの貝毒発生につきましては、まことに残念であります。まず、厚岸

、町としては私の施策は安全で安心した町づくりであります。これは人が住むだけでなく

命の問題もあります。そういう中で厚岸町のカキがブランドになった、これは確かであ

ります。私も平成11年の同様の事件を知っております。といいますのは近くの昆布森で

あります。これも貝毒だったのです。そのときは海域が一緒であるということで、厚岸

町の生産者もストップしたんです。そのときにおいてはこれほどマスコミは取り扱わな

かったわけであります。さらにはまたカキと同様の二枚貝も食中毒やら貝毒が出ており

ます。道内でも出ております。しかしながら、私の承知をしている中では、これほどの

。報道はなかったのであろうかなと。また報道も全紙挙げて新聞、テレビが厚岸町に来た

それを考えますと、やはり厚岸町のカキは全国ブランドだと、これは大変だということ

で、マスコミも認めた上で報道体制をとったのでなかろうかなと思っております。

しかもまた、先ほども答弁いたしましたけれども、貝毒が発生も直ちに国会議員、さ

らにはまた北海道知事までわざわざおいでをいただいたという実態を見ますと、私は反

面、厚岸町のカキはすばらしいなと思う反面、今回の貝毒発生はまことに残念でありま

す。

そういう意味で、先ほどは生命と命と健康を守ることが自治体の役割でないか、当然

であります。しかしながら、自然発生の中の今回の事件であります。これは後ほどの連

絡網との関係にありますが、実は漁組が承知いたしましたのが、答弁いたしましたとお

り、４月４日の夕方の約５時であります。正確には４時55分になります。実は当時漁組

に関する、漁民に関するお葬式がありました。私も出席をいたしました。そのときには

当然幹部連中も参加をいたしておりました。私には何もその話ございませんでした。

ところが翌朝、新聞を見ましたら、これは大変だという安全と安心を守る責任者とし

て感じたわけであります。私は直ちに助役、産業課長を呼びまして、午前７時です。こ

ういう実態をおまえら知っていたのか、反対に私聞いたんです。そうしたら、それぞれ

知らないと。私は本当に町長として一生懸命命と健康を守ることに頑張っている中で、

そういう連絡網がなかったということで、私も組合員に対しましては、いろいろなこと

をお話しいたしました。その結果、組合の方からも早速連絡がおくれて申しわけなかっ

たという連絡が入りまして、私といたしましても早速担当である産業振興課の実態調査



- 65 -

のために組合に派遣し、さらにはまた釧路支庁も対策本部を設置予定したいということ

で、それぞれ責任の果たす中での対応というものを私なりに進めたつもりでおるわけで

あります。

どうかそういう意味で、ご指摘がありましたとおり、１日おくれであるとかというご

意見もいただきました。ところが残念なことに実態がそういうことであるということで

ありますが、町といたしましては、精いっぱいこの問題については、迅速な対応に心が

けたということについてはご承知をいただきたいと思っておるわけであります。

次に、今後の施策の関係であります。

言うまでもなくブランド厚岸町のカキであります。これを育てるということも大事な

ことであります。そういう意味において、厚岸町のカキが３種類あると。特に厚岸町と

いたしましても、町の施設として種苗センターをつくり、さらに厚岸町生まれの厚岸の

カキということで、ブランド化したいということで、昨年は「カキえもん」という名称

をつくり、ブランド化を図ると同時に底上げをいたしたいということで、カキ販売に努

力をいたしておるわけであります。

今後ともそういう面に対しては、やはり何といっても基幹産業である漁業生産の振興

とういものは大事なことでありますので、私の重要課題、先ほどの私の選挙に当たって

２期目の10大政策についてお話をいたしましたけれども、それも一つのこれからの大き

な施策でありますことをご理解をいただきたいと、このように考えておるわけでありま

す。

、また町の役割でありますが、今回の貝毒を通じまして、大変難しいといいましょうか

町が先導的な役割で、この対応ができるということであればいいんですが、やはり漁組

と連携をとりながら、行政として何ができるのかということが大事なことであります。

そういう意味で、先ほど町の役割というのは、検査だとか何とかは漁組でやることじゃ

なかろうかというお話でありますが、今回もカキの種苗センターを通じて、海水の調査

をさせていただいております。いろんな資料を提供いたしております。さらにはまた一

般廃棄物ということで、カキの処分について厚岸町も責任を負わなければならないとい

うことで、厚岸町の焼却場で処分をしたということで、私どもといたしましては、今回

のカキ生産、さらにはまた防災無線を使っての全町民に対する周知の徹底等も行ったわ

けでありますので、どうかその点については、町も十分にこの対応についての心がけを

しながら、対応したという点についてはご理解をいただきたいと存じます。

●議長（稲井議員） 産業振興課長。

●産業振興課長（大崎課長） 私の方からは、観光の関係の答弁、影響額、これが抜けて

いたというお話でしたので、答えさせていただきますけれども、実は観光系の影響金額

も調べておりました。それで、実際に答弁書の中で飲食店を含めた中で３分の１になっ

ていると申しましたのは、実は観光系の業者の方のお話でございます。

それから、もう一つ影響調査を行っておりまして、比較的大きな観光の業者さんにお

いては、４月、５月、２カ月間で500万円という数字が載ってございます。それから、あ

る銀行関係者のお話なんですけれども、実は先ほど質問者がおっしゃられた旅行会社の
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関係なんですけれども、実は急に貝毒が発生をして、そして自主回収になったというこ

とで、自主検査、あるいは自主回収ということが非常に評価できるといった旅行関係者

も中にはいるそうです。それは実際に厚岸町のホテルを利用されている旅行会社の方な

んですけれども、大概は健康被害が先に出てしまって、その後に回収という、あるいは

自主回収になってしまうんですけれども、今回は自主的に検査をやっていたと、それが

非常に旅行会社が評価をしていたと、自助努力が非常に評価されていたということを観

光面でお話を伺っております。

それから、２つ目の関係なんですけれども、厚岸町の存在意義の関係でお話がござい

ました。それで当初、新聞報道で14.3というマウスユニットと、そういう値なんですけ

れども、この値がどういう値なのかということを、実はこれは極めて危険を数字だとわ

かったのがずっとその日の後半になってからということでございます。

とりあえず１マウスユニットについては、先ほど質問者がおっしゃられたとおり、体

重が19から21グラムのマウスを15分間で死亡させる毒量ですよと。それから４マウスユ

ニットというのは人間に食中毒が起こるかもしれないと、あるいは起こり得る量ではな

。いか、そういう値、これが一応基準規制値として水産省が出している数字でございます

それから、14.3というのは基準値を３倍以上上回っているわけですけれども、人間に

食中毒が出る可能性がある量ということで、非常に危険だということで、今回自主計画

回収に踏み切ったわけなんですけれども、実際に中毒が発生するよというのは400マウス

ユニットということなんでありますが、その反省点の一つに、こういった14.3という値

を承知していなかったというか、わからなかったというのが非常に反省であります。

１回目の答弁で答弁がなかったと言われております町の役割ということなんですけれ

ども、こういった情報が我々の方におくれたということもございまして、今後におきま

しても、これら非常に14.3と、ある程度危険だということでありますので、こういった

情報をいち早くつかんで、可能な限り早く町民に対して情報をお知らせすると、そうい

った町の役割につきまして答弁が漏れていたということでございますので、この辺ご答

弁を申し上げたいというふうに思います。

以上です。

●議長（稲井議員） まちづくり推進課長。

●まちづくり推進課長（福田課長） 私の方から観光業者である味覚ターミナル・コンキ

リエの影響について、そのほかの問題についてお答えをいたしたいと思います。

現場の職員と最近になってからでありますけれども、いろいろ意見交換をいたしまし

た。その結果、味覚ターミナルへの影響ということで申し上げますと、このことによっ

て厚岸町へ来て味覚ターミナルへ寄って食事をしよう、買い物をしようと考えていた人

がそれを取りやめたことが推計される。それから、入館してもカキ料理が出せないとい

うことによって、客単価が下がるといいますか、料理を食べないで帰ってしまうと、そ

ういったことが推計をされると。それから旅行業者がいろいろな旅行のツアーは商品と

してつくっているわけでありますが、その企画から、これは結果と、わかりませんけれ

ども、これも外された可能性がある、あるいは厚岸町を避けていった可能性があると。
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、このことよる被害額とか、入館者の減がどの程度になるかについては、これは全く推計

算出することができないという話でありました。

これ以降、どうなるかという問題でありますけれども、このことをきっかけにして、

この味覚ターミナル・コンキリエに立ち寄ろうという旅行業者関与の旅行者がしばらく

減る可能性が考えられるという話もしております。これしばらくといってもどの程度か

ということもはっきりしませんけれども、しばらくコースから外れることが考えられる

ということであります。

さらに、生産者側の直販についても大きな影響出ているという話がありました。さら

には主に生ガキとかアサリとかを多く扱っている業者さん、これについても注文が大き

く減ったという話はこの桜祭り前後を通じてお話をお聞きしております。

それから、春の桜カキ祭りについても生ガキを購入して焼きガキをする人が大きく減

ったという印象を持っております。一つは我々は最後にごみの後始末をするわけであり

ますが、殻ガキの廃棄物が異常に少ないという、これが何年間か仕事を経験している者

が言っておりましたし、飲食店とか、あるいは生物を主に売っている販売業者の方のお

話を聞いても、やはり焼きカキ用でカキを買って自分で焼いて食べるという行為が非常

に少なかったと、こういう話をしておりました。

こうした貝毒問題を通じて、厚岸町のカキに対する、さらには厚岸町はカキがメーン

でありますから、カキがだめだということによって、厚岸町への観光客の入り込みにも

影響を及ぼすのではないかというふうに考えているところでございます。

最後に、コンキリエにおける急場をしのいだ広島産カキを使ったという新聞報道であ

りますが、これもその後私はお話を聞きましたけれども、まさに急場をしのぐために広

島産カキの使用したのは事実であるということであります。

これは何回かありましたけれども、カキが禁漁で出せない、あるいはカキの出荷がな

いといったようなときに、レストランにおいて客とトラブっていることを私も実際目に

しております。しかしながら、今回の場合は、やはり厚岸町のコンキリエのレストラン

はカキを使ったメニューが非常に多いということで、カキの食材を全く使わないという

ことによる代替のメニュー、これについてせっかく厚岸町へ来たのにカキが食べられな

いということに対する不満がやはり出るということで、そういうどうしてもというお客

さんのために広島産カキを多少用意したというお話を聞いております。その際、厚岸町

のカキは今食べられないということを断った上で販売するといったようなことをやった

ということを伺っております。

このことがコンキリエをつくる際の基本的な営業の姿勢を変えるものではないか、変

質するものではないかというご指摘でありますけれども、今度その辺についてそういっ

たことがあった場合にどう対応するかについては゛町と町我々担当とコンキリエとの協

議の上でどう対処するかということについて、やはり約束事をつくっていかなければな

らんだろうというふうに考えております。そうしませんと、厚岸町のカキを売る施設で

広島のカキを食べてきたということが大きな波紋を当然もたらすわけでありまして、我

々としてはそういう方向にならないような現場と我々町との協議を今後していきたいと

いうふうに考えているところでございます。
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●議長（稲井議員） 産業振興課長。

●産業振興課長（大崎課長） 答弁漏れがございますので、お答えしたいと思います。

、それで、今後のシステムづくりの関係でございます。今回、北海道漁連を通じまして

北海道の三者での協議から漁連を通じて釧路支庁、あるいは漁連の釧路支店、そして漁

業協同組合といった連絡の流れになっておるわけでありますけれども、前回貝毒の関係

については、平成11年に昆布森のカキの貝毒があったと。それ以後こういった連絡体制

というのは使われていなかったんですけれども、町としての当時平成11年については、

こういった具体的対応というのはなかったようでありますので、どうもその平成11年か

らの流れがそのままになっていたのではないかというふうに思ってございます。

こういったことから、今回悪い点とか、反省点の一つとして、こういったシステムの

構築ということが挙げられると思いますけれども、今後、起こってはほしくないんです

けれども、万が一にもこのような事態が発生した場合については、システムづくりとい

うのをですね、いつでも集まれる体制、情報収集等をそういった体制を構築したいとい

うふうに考えてございます。

それから、もう１点なんですが、今度「カキえもん」の関係でありますけれども、漁

業者のお話を聞いてみますと、相当漁業者、それから仲買の方もそうなんですが 「カキ、

えもん」については非常に期待を持っておられるということであります。今後相当伸び

ていくと、今後伸びていくと予想している人は多いというふうに聞いてございます。

それで、町といたしましても、こういった「カキえもん」のブランドの維持、こうい

ったものを今後とも図ってまいりたいというふうに考えております。

以上です。

●議長（稲井議員） 総務課長。

●総務課長（田辺課長） 旅費のあり方についてご答弁申し上げます。

このたびはもとより、以前にも議会で提言いただいております内容、十分に承知をい

たしております。おっしゃられるように、今日の旅行形態、念頭に置きまして、内容を

さらに検討させていただくということの作業を進めておりますので、ご理解をいただき

たいと思います。

●議長（稲井議員） 保健介護課長。

●保健介護課長（豊原課長） 介護保険制度のうち、厚岸町居宅サービス利用者負担軽減

措置対策費交付規則の関係につきまして、ご質問にお答えをさせていただきたいと存じ

ます。

、１点目の今回の私どもの実施しようとしております段階的廃止の関係でございますが

介護保険事業計画との整合性でございます。この介護保険事業計画につきましては、平

成15年４月から平成20年３月までの５年間の期間でもって策定をされているところでご

ざいます。この中で低所得者への配慮ということで、利用料減免については、今後も継
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続して実施しますという１行が記載されております。この内容ではどこまでの範囲とか

いう形のところにつきましては、記載がないわけでございますけれども、私どもこれら

の文言、注目をさせていただきまして、私どもが進めようとしております内容につきま

しては、同一の内容の実施という形で制度自体を全くなくしてしまうものではない。そ

ういうようなことで、段階的に実施をさせていただくと。これにつきましては、さきの

介護保険調査等特別委員会の中で、周知期間の確保の関係で皆様のご意見を踏まえさせ

ていただきました。そういう中で平成17年９月から平成21年３月までかけまして、減免

幅を10％ずつ狭めていく、そのような内容でもって平成21年度には廃止をするというよ

、うな考え方でございまして、そういうことで現在つくられております計画期間の中では

まだこの制度は生きているというふうに考えているところでございます。そんなような

ことでちょっと回りくどい言い方で申しわけございませんが、ご理解を賜ればというふ

うに考えているところでございます。

さらに、２つ目の方向の決定の問題でございます。サービス調整委員会での議論の関

係ですが、このサービス調整委員会につきましては、平成６年以来、委員の皆様にいろ

いろな形で検討に参加をしていただいているところでございます。この設置要綱の第２

条の中にいろいろと取り上げていただく事項を規定させていただいているところでござ

います。この中では計画の見直しに関します事項について検討いただくというような１

項目があるわけでございますけれども、先ほど１点目でお答え申し上げましたとおり、

、この計画の変更、この現計画期間内では制度自体まだなくならないというようなことで

その内容の幅が狭められていく、そういうことにつきましては、次の第３期計画を作成

していただく中で、７月以降のサービス調整推進委員会の会議の中で、私どもご報告申

し上げ、そして次の３年間の計画期間の中に、そのような関係をのせていただければと

いうふうに考えていたところでございますので、ご理解をいただければと存じます。

●議長（稲井議員） 休憩いたします。

午後４時51分休憩

午後４時52分再開

●議長（稲井議員） 本会議を再開いたします。

ここで会議時間の延長を行います。

本日の会議時間は、１番、室﨑議員の一般質問が終了するまであらかじめ会議時間の

延長を行います。

１番。

●室﨑議員 まず、そのカキの話なんですがね。町長の言わんとすることはわかるんです

けれども、ちょっと表現の上では私不満です。それはだれが教えてくれなかったとか、

精いっぱいやっていたとか、やっていなかったとか、そんな話を私は言っているんじゃ

ないんですよ。結果において、そういう情報が厚岸町に入っていながら、町の耳には次
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の日にならないと、それも報道機関を通じてじゃないと入らないような体制であったと

いうことは反省しなければならないということですよ。それは担当課長は同じようなこ

とを言っていますけれどもね。それでいいんですよ。

だから、いわゆる厚岸町に漁協にぱっとファクスが入るのと同じように、厚岸町にも

ぱっと入るような、そういうものを構築していなかったのがやはり今回のこちらの反省

点ということになるでしょう。そういうものがあればもっと早く動けたわけだから、だ

けどもこれは落とし穴だったんですよね。まさかそんなことが世の中で起きるなんて、

こっちは思っていないわけだけれども、結果において、振り返ってみればそういうこと

だったなということでいいと思うんです。それで、そういう体制をきちんとつくるとい

うことがやはり大事でしょう。

、それから、町の役割ですが、町長も、それから産業振興課長もおっしゃっていますが

今回のこういう事案に関して、厚岸町が独自で厚岸町でなければできない事案というの

は、まさに町民に対してきちんと情報提供をして、そんなものを食べないようにしてく

ださいということでもって被害が発生することを抑えること、それぐらいですよね。単

独でできることは。あとは産業の問題ですから、産業団体である漁協と連携をとりなが

ら、いわば側面支援としていろいろなことをやっていくより方法がないでしょう。そう

するとやはり厚岸町の役割は言ったときに、側面支援よりも単独でまずやること、やら

ねばならないこと、これを先に挙げることが大事じゃないですか。

それで、ごみとして焼却したとか、何とかこれは当然ことであって、わざわざ町長が

ですよ、一般質問の中で厚岸町の役割として言うまでもないことと、そのように思われ

ます。

それから、もう１点ちょっと気になったのは、プランクトン調査の話なんですよ。そ

れをちらっと町長おっしゃったけれども、これはやはり切り離しておいた方がいいと思

いますよ。というのは厚岸町が行っているのはプランクトン量だとか、そういうものの

調査ですよね。したがって、貝毒の原因になる毒性のアレキサンドリア何とかといいま

したよね、そういうものが出てくるかどうかの調査などということは、厚岸町は行って

いませんよね。

それから、ちょっとそれもやろうかということには私はならないと思うんです。とい

うのは、これはその数値を出して、自主規制や何かに結びついていく、いわば権限を持

っていなければできない分野ですから、単にそういう試験管と試薬を持っているからで

きるという種類のものじゃありませんのでね。ですから、厚岸町が行っているプランク

トン調査の話と、今回の道が今これから検査というんですか、調査と言わないで、何か

新聞を見ると検査とたしか書いていたと思うんですが、そういうものについて、これは

別のものなので、先ほどの町長の説明だと、私の方が混同しそうな感じがありましたの

で、その点は明確にしていただきたいんです。

それから、そういうわけで、特に今後の施策ということで、もう一度きちんとお聞き

しますけれども、やはり道なり何なりですね、この検査所でもって検査をした情報が一

番最初に入るところから、直接厚岸町にもこういうことだからというのがすぐ入るよう

な体制をつくるべく、町としてはそういうところと直ちに協議に入って、そうでないと

厚岸町としては町民の命や健康を守るのに手おくれになるおそれがあるんだと。５分で
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も10分でも早い方がいいわけですから、そういうものについての手を打つことはね。そ

のことについては、きちんしていただきたいんですが、この点いかがでしょうか。

それから、コンキリエの話なんですけれども、どうも聞いていると他人事のような気

がするんですよ。そういう広島ガキでしのいだというのは事実だと。お客さんにカキ出

せ、カキ出せと言われるから、仕方ないからほかのところのものを出したんだと。今議

会で指摘もされたし、今後はよく考えてみよう、それでは済まんでしょう。

だって、今回味覚ターミナルの経営状況説明書の13ページでも、厚岸町には新鮮な魚

介類や魅力的な水産加工品が数多くありと、これが売りですよということをはっきり言

っているんですよ。それから厚岸町が膨大なお金を使って、そしてしかもなおかつ一時

期は経営費まで相当につぎ込んで、今日も管理費というような形でつぎ込んでいます、

と思うんですがね。

そして、これをやっているのはなぜかと。お客さんがカキを出せと言ったら、広島産

。のカキを出すための施設として、厚岸町がいろいろと応援しているんじゃないんですよ

第三セクターをつくったんじゃないんですよ。どこまでもこれは厚岸町に来て、厚岸町

のおいしいものを食べてもらって、いやこういうものがあるだということで、厚岸町の

産業振興に結びつくということだからやっているんじゃないですか。それと全然相反す

ることをやって、それは確かに現場ではカキ出せカキ出せと、カキを食べに来たんじゃ

ないかと、お客さんにいろいろ言われれば、これはつらいと思いますけれどもね。だけ

ども大変だから広島産カキでしのぎましたと、新聞に向かって言ってですよ、新聞にそ

のとおり書かれてですよ、そして町民の中では一体何なんだと言われて、それに対して

町としてはこの後よく協議しましょうで済むんですか。これはやはりおかしいですよ。

いかがですか。

それで、この点についてはやはりきちんとした対応をしていただかないと、こういう

ふうに少しずつ少しずつ、いわゆる何ていいますか、大きな堤も壊れるときはアリの穴

から壊れるという言葉がありますけれども、あっちでちょろちょろ、こっちでちょろち

ょろと例外が出てくるようでは、一体何のためにつくった施設なんだということになり

ます。

そして、こういうものが町民の、今年は早く言うと赤字が出てしまいました。この後

も非常に大変だという話も聞きました。今回のこの貝毒の問題だって微妙に影を落して

いるでしょうし、全国的な不景気というものがやはり非常に影響していますからね。

そういう中でなかなか苦しい。そういうときこそ町民の信頼がなかったらやっていけ

ないんです。町民は多少ゆるくなくてもこれが大事なものなんだということをみんな共

通認識を持ってもらわなかったら、やっていけないんです。そういう意味で今回のこの

くだりはですね、非常に大きな影を落しているということについての認識がどうも余り

ないような気がする、今の答弁では。もう一度ご答弁をいただきたい。

それから、３番目ですが、大変きつい言い方をして私も心苦しいんですが、あえてい

わせていただきますが、白馬非馬という言葉がございます。中国の昔、ある人が馬は黒

もしくは栗毛というふうに規定をしておいて、白い馬はこれは馬でないと言ったという

故事があるんですね。要するに上手に論理をいじることで結論から逃げてしまう。余り

にもそれがあからさまなので、白馬非馬というような言葉ができているんだそうです。
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高校のときの四字熟語で習いましたがね。

今の担当課長のお話を聞いていると、まさにそのおりで、馬脚をあらわしているわけ

ですよ。あなたはこの介護保険事業計画が平成20年３月までだと。したがって、10％ず

つ段階的に落していくと、平成21年までこの制度は存続している。だから、この介護保

険事業計画の範囲内ではまだあるから、だからいいんだと、矛盾しないんだ、こういう

論理を使いました。苦しいなと思いながら、私も一緒に汗をかきながら聞いていたんで

すよ。

10％ずつ落して無くするんだという方向を決めたわけでしょう。無くするための後は

方策でしょう、10％ずつ落していく。だから、たまたま平成20年が21年というところま

で時間はかかるけれども、これ10％でとめて存続させることもあり得ると言っているん

じゃないでしょう。あなたの方では無くすると言ったんですよ。無くすると言ったら、

ここのところに低所得者の配慮、51ページ書いていますね。そこではさらにきめ細かな

対応を図るため、低所得者に対する減免を今後も継続します。また利用料減免について

は今後も継続して実施いたしますと、こういうふうに書いているんですよ。継続すると

いう考え方なんです、こちらは。

それから、今回の財政を理由にした減免の段階的廃止というのは、この制度をやめま

すということなんですよ。明らかに矛盾しているんじゃないですか。これをもって平成2

0年のときにはまだ10％残っているんだから、矛盾しないんだというのはまさに白馬非馬

の論理じゃないですか。いかがでしょう。

それから、この総合サービス調整委員会もあなたの言い方だと開く必要ないんだと。

だって、少なくとも今回のでは変更じゃないんだから、残っているんだから、こういう

論理で押し切ろうということなんだろうけれども、それはやはりおかしいですよ。どう

おかしいか言いますね。１点は今言った問題です。基本的な考え方が逆方向じゃないか

ということです。両方の記載がね。もう１点は、これは10％ずつの段階的な減免の削減

というものであったとしても、それをひっくり返していいますとね、町民の負担増なん

ですよ。そうすると、介護保険にまつわる制度についての町民の負担増ということを行

っていくものについて、この保険医療福祉総合サービス調整委員会の開催の必要はない

んだということになったら、ほとんどの委員さんは辞職願たたきつけると思いますよ。

どうでしょうか、お答えをいただきたい。

これは明らかにその場限りの論理じゃないですか。そういう答弁はやめた方がいいと

思います。いかがでしょうか。

以上で終わります。

●議長（稲井議員） 町長。

●町長（若狹町長） お答えをさせていただきます。

私は、答弁は質問者に対して正確に答弁をいたしておるつもりであります。質問者が

今ご指摘されたことを私が聞き間違えたとするならば、以下、私が申し上げることにつ

いてはお許しをいただきたいと思います。

室﨑議員は、４月４日の４時55分に漁組が知ったのに、翌日厚岸町が知ったというこ
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とは何事かということでありますから、私はその経過も含めてお話をさせていただいた

のであります。

そこで、今ご指摘がございましたとおりの今回の事件発生によって、問題が提起され

ました。私は早速情報等も含め、連絡網も含めて、マニュアルをつくれということで、

指示をいたしております。二度とこういうことがあってはならないということは、室﨑

議員と同じでありますので、ご理解をいただきたいと存じます。

それと調査のことであります。確かにアレキサンドリウム・タマレンセまではカキセ

ンターはできません。協力はできます。水をとるとか、採取するとか、それから水質調

査とか、できるわけでありますが、私としてはそこまでできるということでなくて、今

回の貝毒発生において、カキセンターは協力をしたということをお話いたしたわけであ

りまして、アレキサンドリウム・タマレンセまでということでございませんので、この

点についてもご理解をいただきたいと思います。

。次に、コンキリエの関係であります。設立をされてから、早いもので12年たちました

私が社長になりましてから４年、当然町長が第三セクターということで社長になってお

りますので、なりました。おかげさまで設立された当時は7,400万円も赤字だったんです。

しかし、ここに来てようやく黒字決算ができるまでになった。しかし、先ほど報告いた

しましたとおり、昨年はいろんな事情があって残念なことに赤字を計上せざるを得ない

次第になってしまったということであり、しかもまた21万人も来ているんです。大変で

あります。これは厚岸町の経済活性化にも大変な影響があるんです。今ご指摘もされま

したとおり、厚岸町のカキを食べたい、だからコンキリエに来る。当然なんです。です

から、これだけの人方も来るんです。

ところがあの事件を知らないで来た場合に、厚岸町は先ほど課長から答弁いたしまし

。たけれども、室﨑議員も行っていると思いますが、ほとんどカキが主体の料理なんです

カキ定食初め、ほとんどカキなんです。カキ丼とか、そうするとカキなくして、コンキ

リエをやっていけないんです。それが現実なんです。しからば貝毒だから、厚岸町のカ

キはない、赤字です。一方、議会では健全運営を目指して頑張れと、励ましをいただく

んですけれども、現実を考えれば、そういうことも経営者として、経営者といいますの

は、私が社長でありますので、考えなければならないこともあるわけであります。

どうか今の室﨑議員からご指摘がありましたことも、これから経営に対しての参考に

していただきますが、現実はそういう経営状況であると、運営状況であるということも

ご承知をいただければと思いますので、よろしくお願いをしたいと思います。

●議長（稲井議員） 保健介護課長。

●保健介護課長（豊原課長） 介護保険の関係につきましてご答弁させていただきます。

ただいま議員さんご指摘の内容でございますが、全く妥当性があるものというふうに

気づかせていただいたところでございます。深く反省をしているところでございます。

実際の実務につきましては、これから進めようというふうに考えていたところでござ

いますけれども、まだ文章化等々していない実態でございますので、少々時間は急ぐよ

うなことになろうかと存じますけれども、サービス調整推進委員会の皆様にやはりきち
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んとご説明を申し上げまして、そのご了解をいただく努力をさせていただく中で、今後

の事務を進めさせていただきたいというふうに考えております。そんなようなことで、

お許しをいただければというふうに存じます。よろしくお願いいたします。

●議長（稲井議員） 本日の会議はこの程度にとどめ、明日に延会したいと思いますが、

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

●議長（稲井議員） ご異議なしと認めます。

よって、本日はこの程度にとどめ、明日に延会いたします。

午後５時13分延会

以上のように会議の次第を記載し、ここに署名する。
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